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住
み
心
地

市では、市民の皆さんの意見を市政に反映させようと、
７月に「ふれあいアンケート」を実施しました。
今回は、20歳以上の約13万人の中から無作為に選んだ
4,000人を対象に、都城の住み心地、がん検診、
健康増進施設、防災マップ、住宅用火災警報器、図書館、
生涯学習、市政への要望について調査しました。
回答者は1,706人で、回答率42.7％でした。
●問い合わせ　秘書広報課　☎23−3174

第4回都城市市民意識調査
ふれあいアンケート結果

　
　

都
城
市
の
住
み
心
地
を
ど
う
感

　
　

じ
て
い
ま
す
か

Q
　
　

こ
れ
か
ら
も
都
城
市
に
住
み
続

　
　

け
た
い
で
す
か

Q

　

が
ん
検
診

◎
解
説

　

が
ん
検
診
は
、男
性
よ
り
女
性
、

ま
た
、
高
齢
の
人
の
方
が
高
い
受

診
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

過
去
３
年
以
内
に
市
が
実
施

　
　

し
た
が
ん
検
診
を
受
け
た
こ

　
　

と
が
あ
り
ま
す
か

Q
　
　

ど
の
検
診
を
受
け
た
こ
と
が

　
　

あ
り
ま
す
か（
複
数
回
答
可
）

Q

住みやすい
35.1％

まあ住みやすい
54.6％

やや住みにくい
8.6％

住みにくい
1.7％

現住地
周辺に住みたい

73.7％

市内には
住みたくない

2.8％

分からない
14.5％

市内のほかの地域に
住みたい

9.0％

性　別 回答者 比　率
男　性 686人 40.2％
女　性 1,009人 59.2％
不　明 11人 0.6％

回答者の内訳
◆男女別

年　代 回答者 比　率
20　代 136人 8.0％
30　代 222人 13.0％
40　代 252人 14.8％
50　代 356人 20.8％
60　代 393人 23.0％

70歳以上 341人 20.0％
不　明 6人 0.4％

◆年代別

地　区 回答者 比　率
姫　城 125人 7.3％
小松原 107人 6.3％
妻ケ丘 198人 11.6％
祝　吉 175人 10.2％
五十市 200人 11.7％
横　市 125人 7.3％
沖　水 135人 7.9％
志和池 74人 4.3％
庄　内 83人 4.9％
西　岳 18人 1.1％
中　郷 90人 5.3％
山之口 64人 3.8％
高　城 107人 6.3％
山　田 79人 4.6％
高　崎 111人 6.5％
不　明 15人 0.9％

◆地区別

◎
解
説

　

住
み
心
地
に
つ
い
て
は
、
89
・
７

㌫
の
人
が
本
市
は「
住
み
や
す
い
」「
ま

あ
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、
前
年
度
調
査
よ
り
０
・
２
ポ
イ
ン

ト
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
で
は
、「
住
み
や
す
い
」「
ま

あ
住
み
や
す
い
」
と
答
え
た
人
は
昨

年
同
様
70
歳
以
上
が
最
も
高
い
91
・

１
㌫
で
、
逆
に
最
も
低
い
30
代
は
、

前
年
度
調
査
よ
り
３
・
２
ポ
イ
ン
ト

増
の
87
・
８
㌫
で
し
た
。

　

地
区
別
で
は
、「
住
み
や
す
い
」「
ま

あ
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る
人

が
、
五
十
市
（
93
・
９
㌫
）、
妻
ケ

丘
（
93
・
７
㌫
）、横
市
（
92
・
７
㌫
）、

の
順
に
高
く
、逆
に
「
住
み
に
く
い
」

「
や
や
住
み
に
く
い
」
と
感
じ
て
い

る
人
は
、
高
崎
（
18
・
９
㌫
）、
西

岳
（
16
・
７
㌫
）、
庄
内
（
16
・
４
㌫
）

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

胃がん検診

子宮がん検診

大腸がん検診

乳がん検診

肺がん検診

前立腺がん検診

0％ 20％ 40％ 60％

53.2％

40.2％

32.7％

28.7％

22.5％

12.1％

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

男

女

9.6％

12.7％

23.9％

29.3％

46.1％

51.7％

28.5％

35.9％

0％ 20％ 40％ 60％
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健
康
増
進
施
設

　

防
災
マ
ッ
プ

　

住
宅
用
火
災
警
報
器

あった方が
好ましい
54.6％

絶対必要
32.4％

分からない
4.5％

必要ない
1.1％

どちら
でもよい

7.4％

◎
解
説

　

防
災
マ
ッ
プ
を
現
在
所
有
し
て

い
る
人
は
約
50
㌫
で
、
そ
の
う
ち

防
災
マ
ッ
プ
を
す
ぐ
利
用
で
き
る

場
所
に
置
い
て
い
る
人
は
、
約
72

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
防
災
マ
ッ

プ
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、「
絶

対
必
要
」「
あ
っ
た
方
が
好
ま
し

い
」
を
合
わ
せ
る
と
87
㌫
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
「
都
城
市
防
災
マ
ッ
プ
」
を

　
　

ど
こ
に
置
い
て
あ
り
ま
す
か

Q

◎
解
説

　

設
置
し
て
い
な
い
人
の
割
合
が

71
・
５
㌫
と
、
昨
年
度
調
査
よ
り

６
・
８
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
設
置
し
て
い
な
い

理
由
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
調
査

の
２
位
で
あ
っ
た
「
期
限
前
だ
か

ら
」（
34
・
１
㌫
）
が
１
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　

現
在
、
自
宅
に
住
宅
用
火
災

　
　

警
報
器
を
設
置
し
て
い
ま
す

　
　

か

Q

　
　

あ
な
た
は
、
月
に
何
回
程
度
、

　
　

温
泉
施
設
を
利
用
し
ま
す
か

Q
　
　

温
泉
施
設
を
利
用
す
る
目
的

　
　

は
何
で
す
か
（
複
数
回
答
可
）

Q

　
　

一
番
多
く
利
用
す
る
施
設
に

　
　

つ
い
て
そ
の
理
由
は
何
で
す

　
　

か
（
複
数
回
答
可
）

Q◎
解
説

　

健
康
増
進
施
設
は
、
約
63
㌫
の
人

が
利
用
し
て
い
て
、
一
番
多
く
利
用

す
る
理
由
は
、「
自
宅
か
ら
近
い
」

（
40
・
８
㌫
）、「
温
泉
の
泉
質
が
よ

い
」（
34
・
７
㌫
）、「
清
潔
で
あ
る
」

（
21
・
６
㌫
）の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
番
多
く
利
用
す
る
施
設
に
つ
い

て
の
理
由
は
ほ
か
に
も
「
営
業
時
間

が
よ
い
」（
６
・
３
㌫
）、「
食
事
が
お

い
し
い
」（
４
・
０
㌫
）、「
交
通
の
便

が
よ
い
」（
２
・
７
㌫
）、「
そ
の
他
」

（
７
・
２
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ほぼ毎日
0.8％

週に2〜3回程度
2.8％

利用した
ことはない

36.6％

週に1回程度
4.7％

月に2〜3回程度
9.4％

月に1回程度
8.7％

年に数回程度
37.0％

すぐに取り
出せる場所

61.0％

目の付くところ
に張っている

10.8％

どこにあるか
分からない

28.2％

設置して
いない
71.5％

設置して
いる

23.3％

共同住宅などで
設置されている

5.2％

　
　
「
都
城
市
防
災
マ
ッ
プ
」
は

　
　

災
害
時
の
た
め
に
必
要
だ
と

　
　

思
い
ま
す
か

Q

　
　
（
設
置
し
て
い
な
い
と
答
え

　
　

た
人
に
）
そ
の
理
由
は

　
　
（
複
数
回
答
可
）

Q

自宅から近い

温泉の泉質がよい

清潔である

浴槽や露天風呂の作り

料金が手頃である

温度や湯量がよい

周囲の環境や景色がよい

設備やサービスがよい

0％ 25％ 50％

40.8％

34.7％

21.6％

19.0％

18.8％

17.1％

16.9％

16.0％

健康維持のため

レジャー・食事のため

日課の入浴

病気療養のため

美容のため

ダイエットのため

その他

0％

42.8％

20％ 40％ 60％

29.8％

4.0％

5.8％

6.3％

11.4％

17.1％

期限前だから 34.1％

知らなかった 28.8％

価格が高いから 17.4％

借家だから 12.4％

関心がない 5.4％

その他 13.5％
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図
書
館

生
涯
学
習

　
　

あ
な
た
は
、
図
書
館
を
利
用
し

　
　

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

Q
　
　

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、

　
　

図
書
館
を
ど
れ
く
ら
い
の
頻

　
　

度
で
利
用
し
て
い
ま
す
か

Q

◎
解
説

　

図
書
館
の
利
用
に
つ
い
て
は
、「
利

用
し
た
こ
と
が
あ
る
」が
約
37
㌫
で
、

利
用
頻
度
は
、「
年
に
数
回
程
度
」

が
も
っ
と
も
高
く
、
約
70
㌫
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
満
足
度
に
つ
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
「
や
や

満
足
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設

　
　

な
ど
に
つ
い
て
満
足
し
て
い

　
　

ま
す
か
（
複
数
回
答
可
）

Q

　
　

あ
な
た
は
、
現
在
、
学
習
活
動

　
　

を
行
っ
て
い
ま
す
か

Q
　
　

学
習
活
動
で
身
に
付
け
た
知

　
　

識
や
技
能
を
、
ど
の
よ
う
に

　
　

生
か
し
て
い
ま
す
か

　
　
（
複
数
回
答
可
）

Q

◎
解
説

　

学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
は
、

全
体
の
約
21
㌫
で
あ
り
、
身
に
付
け

た
知
識
や
技
能
を
ど
の
よ
う
に
生

か
す
か
は
、「
自
分
の
趣
味
」（
54
・

７
㌫
）、「
自
分
の
健
康
づ
く
り
」

（
45
・
９
㌫
）の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
学
習
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
健
康
づ
く

り
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
」（
44
・
５
㌫
）、

「
家
庭
生
活
・
趣
味
」（
27
・
８
㌫
）、

「
芸
術
・
工
芸
」（
25
・
８
㌫
）
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
、
あ
な
た
が
学
習
し
て
み

　
　

た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

　
　

り
ま
す
か
（
複
数
回
答
可
）

Q

利用した
ことがある

36.7％利用した
ことがない

63.3％

非常に満足 やや満足 やや不満 非常に不満 どちらでもない

閲覧できる本の量 13.1％ 43.2％ 16.9％ 6.7％ 20.1％

開館日 16.7％ 52.8％ 8.4％ 4.0％ 18.1％

開館時間 21.1％ 48.1％ 14.4％ 3.5％ 12.9％

図書の貸し出し冊数 52.0％ 35.1％ 0.5％ 0.5％ 11.9％

図書の貸し出し期間 38.1％ 42.3％ 6.0％ 1.2％ 12.4％

職員の説明や対応 21.1％ 45.8％ 7.0％ 2.4％ 23.6％

一般閲覧室の設備 9.6％ 40.0％ 24.1％ 8.7％ 17.6％

児童閲覧室の設備 9.2％ 39.6％ 16.5％ 6.2％ 28.5％

駐車場・駐輪場の設備 8.5％ 26.6％ 37.6％ 18.3％ 9.0％

建物の設備・構造 5.5％ 27.2％ 25.3％ 14.7％ 27.3％

行って
いる

20.7％

行っていない
79.3％

自分の趣味

自分の健康づくり

仕事や就職活動

ボランティア活動

地域での活動

資格の取得

学習やスポーツ・文化活動などの指導

学業や学校生活

生かしていない

0％ 20％ 40％ 60％

健康づくりやスポーツなど
家庭生活、趣味

芸術・工芸
仕事上の知識・実務・技能

福祉
郷土の歴史や文化

環境問題
子育て・教育

文化・教養
国際化

政治・経済・社会
人権擁護

その他
特にない

0％ 25％ 50％

ほぼ毎日

週に2〜3回程度

週に1回程度

月に2〜3回程度

月に1回程度

年に数回程度

0％

0.2％

20％ 40％ 60％ 80％

0.8％

3.0％

54.7％

45.9％

20.8％

16.3％

14.8％

11.8％

5.7％

1.8％

2.4％

44.5％
27.8％

25.8％
21.4％

18.9％

16.0％
12.7％

10.8％
10.3％

8.0％
7.1％

5.9％
3.4％

1.5％

70.9％

13.5％

11.6％
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　市政への要望

◎
解
説　

　

１
位
の
「
福
祉
対
策
」
と
２
位
の

「
救
急
医
療
対
策
」
は
昨
年
と
変
わ

ら
ず
、
昨
年
３
位
だ
っ
た
「
企
業
誘

致
」
は
４
位
へ
後
退
し
、
昨
年
４
位

の
「
商
店
街
の
活
性
化
」
が
入
れ
替

わ
り
で
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

性
別
で
み
る
と
、
男
性
の
上
位
３

項
目
は
「
商
店
街
の
活
性
化
」「
救

急
医
療
対
策
」「
福
祉
対
策
」
と
な

り
ま
し
た
。

　

女
性
の
上
位
３
項
目
は
、「
福
祉

対
策
」「
救
急
医
療
対
策
」「
商
店
街

の
活
性
化
」
で
順
位
の
変
動
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

年
代
別
で
は
、20
代
と
40
代
で「
余

暇
利
用
施
設
の
整
備
」、30
代
で
「
公

園
・
緑
地
の
整
備
」、
50
代
と
70
歳

以
上
で
「
福
祉
対
策
」、60
代
で
「
救

急
医
療
対
策
」
が
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

地
区
別
で
は
、
姫
城
・
小
松
原
・

五
十
市
・
横
市
地
区
で
「
商
店
街
の

活
性
化
」、
妻
ケ
丘
・
祝
吉
・
沖
水
・

庄
内
・
西
岳
・
山
田
地
区
で
「
福
祉

対
策
」、
高
城
・
高
崎
地
区
で
「
救

急
医
療
対
策
」、山
之
口
地
区
で
「
企

業
誘
致
」、
中
郷
地
区
で
「
余
暇
利

用
施
設
の
整
備
」、
志
和
池
地
区
で

「
公
害
対
策
（
騒
音
や
振
動
な
ど
）」

が
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

21位以下は次の通り
幹線道やバイパスなどの整備（9.1％）、小・中学校の施設整備（9.1％）、生涯学習活動の充実（8.5％）、
特産品開発（7.6％）、市街地再開発など（7.2％）、高等教育機関の整備（6.7％）、情報公開（6.3％）、ス
ポーツの振興（6.2％）、公営住宅の建設（6.1％）、観光振興（6.0％）、地域活動施設の整備（5.8％）、芸術・
文化の向上（5.7％）、公共輸送機関の整備（4.8％）、消費者行政の充実（3.9％）、上水道の整備（3.0％）、
国際交流の拡大（1.8％）、消防の充実（1.4％）となっています。

福祉対策

救急医療対策

商店街の活性化

企業誘致

生活道路や側溝の整備

余暇利用施設の整備

病気の予防と健康増進

公害対策（騒音や振動など）

河川浄化や環境保全

防犯対策

公園・緑地の整備

交通安全対策

下水道の整備

ごみ、し尿の処理

資源の再利用

地場産業の育成

史跡や文化財の保護

自然災害対策

農林畜産業の振興

青少年健全育成

32.6％

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％

30.6％

30.5％

24.2％

23.2％

23.0％

20.0％
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あなたが特に力を入れてほしいと思うものを 5 つ選んでくださいQ
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き
ワ
ッ
ト
数
に
関
係
な
く
、１
、７
０
０

円
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

防
犯
灯
の
維
持
管
理
に
要
す
る
補
助

金
額
に
つ
い
て
、
県
内
の
他
市
の
状
況

を
見
る
と
、
宮
崎
市
で
は
１
灯
当
た
り

１
、７
０
０
円
、
延
岡
市
で
は
１
灯
当

た
り
１
、２
０
０
円
で
す
。
ま
た
、
県

内
９
市
の
中
で
は
補
助
を
行
っ
て
い
な

い
と
こ
ろ
も
３
市
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
県
内
の
状
況
な
ど
も
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
現
在
の
補
助
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ど
の
点
に
つ
い
て
事
業
評
価
を
行
い
決

定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　

　
　
　

教
育
関
係
で
は
、
具
体
的
に
ど

う
い
っ
た
支
援
が
で
き
る
の
か
伺
い
た

い
。

　
　
　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
試
合

会
場
や
練
習
会
場
と
な
る
施
設
の
優
先

的
確
保
や
施
設
使
用
料
の
減
免
措
置
を

中
心
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
金
銭
的
な
支
援
に
つ
い
て

は
、
検
討
の
段
階
で
す
。

　

９
月
議
会
で
は
、
６
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
29
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

◆
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

来
年
秋
に
ｂ
ｊ
リ
ー
グ
に
参
入

す
る
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

に
対
し
て
、
市
は
今
後
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

　
　
　

本
市
に
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
大

変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
の
で
、
基
本
的

に
は
、
で
き
る
支
援
を
し
っ
か
り
と
検

討
し
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
身
に
つ
い
て

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
局
で
立
案
し
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
費
用
対
効
果
な

平
成
21
年
９
月
議
会

議
会
だ
よ
り

平
成
21
年
第
６
回
市
議
会
が
、
９
月
２
日
か
ら
25
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
21
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
市
長
提
出
議
案
51
件
、
諮
問
２
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
、
請
願
１
件

の
合
計
57
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
な
ど
議
案
17
件
が
継
続
審
査
と
な
っ
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
可

決
、
同
意
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◆
防
犯
灯
設
置
補
助
に
つ
い
て

　
　

防
犯
灯
の
設
置
補
助
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

平
成
20
年
度
の
市
内
に
お
け

る
防
犯
灯
の
設
置
件
数
の
総
数
は
、

１
万
１
、５
５
８
灯
で
、
防
犯
灯
の

維
持
管
理
を
各
自
治
公
民
館
な
ど

３
２
３
団
体
が
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
防
犯
灯
設
置
補
助
と
し
て
、

２
、３
６
９
万
３
、０
０
０
円
を
予
算
計

上
し
、
設
置
補
助
金
な
ら
び
に
維
持
管

理
補
助
金
と
し
て
支
出
し
ま
し
た
。

　

自
治
公
民
館
な
ど
の
防
犯
灯
の
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
る
多
く
の
管
理
団
体

の
人
た
ち
か
ら
は
、
電
気
料
金
な
ど
の

面
で
負
担
が
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
都
城
市
防
犯
灯
設
置
等

補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
維
持
管

理
費
に
つ
い
て
は
、
防
犯
灯
１
灯
に
つ

質
２

答
２

２１年度9月補正予算（14件）
【一般会計】　24億1,466万6,000円
【特別会計】　 4億8,695万2,000円
【水道事業会計】　1,400万円

20年度決算の認定（17件）　継続審査
■一般会計歳入歳出決算の認定につ
　いて　　　　　　　　　ほか16件

条例の制定・一部改正（13件）
■都城市情報公開条例の一部を改正
　する条例の制定について

　　　　　　　ほか12件
その他（７件）
■三股町との定住自立圏の形成に関
　する協定の締結について

ほか６件
諮問（2件）
■人権擁護委員候補者の推薦につき
　議会の意見を求めることについて

ほか１件
議員提出議案（3件）
■厳しさを増す森林・林業・木材産業
　の活性化を求める意見書

ほか２件
請願（１件）
■大淀川水系河川整備計画の見直し
　と事業促進に関する請願書

質
１

答
１
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◆
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
　
　

市
内
の
観
光
地
で
、
県
外
客
を

呼
び
込
め
る
観
光
地
は
ど
の
よ
う
な
所

が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
都
城
市
総
合
計
画
の
中
で
は

「
観
光
基
本
計
画
を
策
定
し
、
観
光
の

振
興
に
努
め
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

進
ん
で
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　

県
外
客
を
呼
び
込
め
る
観
光
地

と
し
て
、
関
之
尾
滝
は
年
間
22
万
人
を

超
え
る
観
光
客
を
呼
び
込
め
る
本
市
の

代
表
的
な
観
光
地
の
一
つ
で
す
。
そ
の

ほ
か
に
、
霧
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ

ン
、
高
千
穂
牧
場
、
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ

ン
夢
見
が
丘
、
旧
後
藤
家
商
家
交
流
資

料
館
、
東
霧
島
神
社
、
青
井
岳
荘
な
ど

の
温
泉
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、観
光
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
春
の
九
州
新
幹
線
全
線
開
通

に
す
ば
や
く
対
応
す
る
た
め
に
も
、
平

成
22
年
度
中
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
　
　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
ど
の
よ
う

な
位
置
付
け
に
し
て
、
ど
の
よ
う
に
観

光
振
興
と
結
び
付
け
て
い
く
の
か
伺
い

た
い
。

　
　
　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
位
置
付
け

と
観
光
振
興
と
の
結
び
付
き
に
つ
い
て

で
す
が
、
関
之
尾
滝
や
甌お
う

穴
群
は
、
霧

島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
代
表
的
な
ジ
オ
サ
イ

ト（
特
徴
的
な
地
形
な
ど
の
あ
る
場
所
）

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連

絡
協
議
会
が
主
催
す
る
ジ
オ
ガ
イ
ド
養

成
講
座
の
開
催
や
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
自
然
景
観
の
観
察
や
学
習
を
中
心
と

し
た
観
光
）
の
実
施
を
重
点
事
業
と
位

置
付
け
、
10
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
ジ

オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
ま
ず
、
各
地
域
に
存
在
す
る
ジ
オ

サ
イ
ト
の
点
検
・
調
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
５
月
に
環
霧
島
会
議
に
お

い
て
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
環
霧
島
観
光
マ
ッ
プ
５
万
部

を
作
成
し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
本
市
を
は
じ
め
、
霧
島
山
や

近
隣
市
町
に
存
在
す
る
ジ
オ
サ
イ
ト
と

連
携
し
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
た
ち

が
ぜ
ひ
、
訪
れ
て
み
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
観
光
周
遊
ル
ー
ト
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の予

防
接
種
に
つ
い
て

　
　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
の
現

状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

　
　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は
、

細
菌
性
髄
膜
炎
の
発
症
を
抑
え
る
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
へ
の
関
心
は
高
く
、
国
内
で
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
が
接
種
可
能
と
な
っ
た
平
成

20
年
12
月
か
ら
、
本
市
で
も
問
い
合
わ

せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
広
報
都
城

５
月
１
日
号
へ
の
掲
載
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
、
出
生
届
提
出
時
に
窓
口

で
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
接

種
者
数
は
２
２
９
人
で
、
今
年
度
の
総

接
種
者
数
は
２
、８
７
６
人
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
４
月
か
ら
、
都
城
市
北
諸
県
郡

医
師
会
病
院
お
よ
び
独
立
行
政
法
人
国

立
病
院
機
構
都
城
病
院
に
委
託
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
接
種
の
対
象
者
は
、

生
後
２
カ
月
か
ら
５
歳
未
満
の
乳
幼
児

で
す
。
接
種
方
法
と
し
て
は
、３
種（
破

傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
咳
）
混
合

ワ
ク
チ
ン
な
ど
と
同
時
接
種
ま
た
は
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
の
み
の
単
独
接
種
の
二
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
方
法

で
実
施
す
る
か
は
、医
師
の
判
断
で
す
。

　

ま
た
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
の

予
防
接
種
で
は
な
く
、
任
意
の
予
防
接

種
で
す
の
で
、
自
己
負
担
で
の
接
種
と

な
り
ま
す
。
本
来
な
ら
５
、０
０
０
円

か
ら
６
、０
０
０
円
程
度
が
必
要
で
す

が
、
保
護
者
負
担
が
３
、０
０
０
円
で

済
む
よ
う
に
一
部
を
公
費
負
担
し
て
い

ま
す
。
公
費
負
担
は
３
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
な
ど
と
の
同
時
接
種
は
１
回
当
た
り

２
、０
７
１
円
、
単
独
接
種
は
１
回
当

た
り
３
、１
８
４
円
で
す
。

　

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

市
議
会
は
、
３
月
、
６
月
、
９

月
、12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、

市
民
に
関
係
の
深
い
議
案
や
請
願

な
ど
を
審
議
し
ま
す
。傍
聴
席
は
、

市
役
所
西
館
６
階
に
あ
り
ま
す
の

で
、ご
自
由
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

議
会
事
務
局 

☎
23
＿

７
８
６
９

質
１

質
２

答
１

答
２

� Miyakonojo City Public Relations 2009.12



　

学
校
法
人
南
九
州
学
園
が
都
城
キ
ャ

ン
パ
ス
に
開
設
を
進
め
て
い
た
人
間

発
達
学
部
子
ど
も
教
育
学
科
が
10
月
30

日
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
設
置
の
認
可

が
お
り
、
来
年
４
月
に
誕
生
し
ま
す
。

　

新
学
部
で
は
、
保
育
士
や
幼
稚
園
・

小
学
校
の
教
諭
な
ど
、
地
元
の
進
学
希

望
者
の
ニ
ー
ズ
が
最
も
高
か
っ
た
教
員

の
養
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

新
研
究
棟
も
完
成
、
全
施
設
が
整
う

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
校

舎
と
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
新

研
究
棟
が
完
成
し
、
11
月
13
日
、
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
整
備
さ

れ
て
い
る
環
境
園
芸
学
部
フ
ィ
ー
ル
ド

セ
ン
タ
ー
内
の
温
室
や
屋
内
実
習
場
な

ど
、
す
べ
て
の
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

今
年
の
４
月
に
公
私
協
力
方
式
で
開
学
し
た
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ

ス
に
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
人
間
発
達
学
部
を
開
設
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
同
学
部
子
ど
も
教
育
学
科
（
定
員
80
人
）
の
概
要
や

入
試
情
報
、
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
さ
れ

た
子
育
て
支
援
室
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

経
営
戦
略
課　

☎
23-

２
１
１
５

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
に

人
間
発
達
学
部（　
　
）が
誕
生
し
ま
す
！

教
育
系

学　

部

人
間
発
達
学
部
子
ど
も
教
育
学
科

　

人
間
発
達
学
部
で
は
、
教
員
と
し
て

の
実
力
は
も
ち
ろ
ん
、
子
育
て
支
援

や
南
九
州
大
学
が
得
意
と
す
る
環
境
教

育
、食
育
な
ど
の
実
践
力
を
身
に
付
け
、

時
代
と
社
会
、
地
域
が
求
め
る
こ
れ
か

ら
の
先
生
を
養
成
し
ま
す
。

〈
取
得
で
き
る
資
格
・
免
許
〉

①
保
育
士
資
格

②
幼
稚
園
教
諭
１
種
免
許

③
小
学
校
教
諭
１
種
免
許

※
同
時
に
最
大
２
つ
の
取
得
が
可
能　

　
（
①
＋
②
ま
た
は
②
＋
③
）

教
職
課
程
認
定
、
保
育
士
養
成
施
設
認

定
を
申
請
中

都
城
地
区
入
学
金
免
除
制
度

　

合
格
者
で
次
に
該
当
す
る
人
は
、
入

学
金
25
万
円
を
全
額
免
除
し
ま
す
。

①
市
内
・
三
股
町
の
高
等
学
校
を
卒
業
、

　

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

※
対
象
と
な
る
学
校
は
、都
城
泉
ヶ
丘
・

　

都
城
農
業
・
都
城
西
・
都
城
商
業
・

　

都
城
工
業
・
高
城
・
都
城
・
都
城
聖

　

ド
ミ
ニ
コ
・
都
城
東
の
各
高
校

②
市
内
居
住
者
で
、
市
外
の
高
等
学
校

　

を
卒
業
、
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

人
間
発
達
学
部
子
ど
も
教
育
学
科

平
成
22
年
度
学
生
募
集
の
概
要

●
入
学
定
員　

80
人

●
試
験
の
区
分
・
出
願
期
間
・
試
験
日

※
環
境
園
芸
学
部
環
境
園
芸
学
科
の
募

　

集
に
つ
い
て
は
、
広
報
都
城
10
月
号

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い

地
域
に
貢
献

「
子
育
て
支
援
室
」
が
オ
ー
プ
ン

　

子
育
て
に
自
信
が
持
て
な
い
、
園
や

学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い
な
ど
、
子
育

て
の
悩
み
に
つ
い
て
、
臨
床
心
理
士
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

必
ず
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ

ン
パ
ス
子
育
て
支
援
室

☎
21-

２
１
１
１

試験区分 出願期間（必着） 試験日
特待生推薦入試※1 11/16㈪〜12/2㈬

※各高等学校に案内済み 12/6㈰
推薦入試※2

Ⅰ期
Ⅱ期 12/14㈪〜12/24㈭ 1/7㈭

一般入試
Ⅰ期 1/18㈪〜2/3㈬ 2/7㈰
Ⅱ期 2/15㈪〜3/1㈪ 3/4㈭
Ⅲ期 3/8㈪〜3/23㈫ 3/24㈬

AO入試※3

社会人入試※1

帰国子女入試
11/16㈪〜12/2㈬ 12/6㈰

※１ 合格者全員、入学金250,000円を全額免除
※２ 合格者全員、入学金の半額125,000円を免除
※３ 個人の能力や適性、学習意欲などを総合的に判断し、

合否を決定する入試制度
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選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人

●
住
所
要
件　

平
成
21
年
10
月
16
日
以

前
か
ら
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、

引
き
続
き
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

●
年
齢
要
件　

平
成
２
年
１
月
25
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

市
議
会
議
員
選
挙
の

選
挙
区
と
定
数
が
変
わ
り
ま
す

●
選
挙
区　

５
選
挙
区
→
１
選
挙
区

※
都
城
市
全
域
を
対
象
と
し
た
選
挙
区

　

に
変
更
と
な
り
ま
し
た

●
定
数　

42
人
→
34
人

投
票
所
入
場
整
理
券
に
つ
い
て

　

１
月
中
旬
に
投
票
所
入
場
整
理
券
を

は
が
き
で
送
付
し
ま
す
。
記
載
さ
れ
て

い
る
氏
名
、
投
票
所
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
投
票
所
入
場
整
理
券
は

な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽

に
投
票
所
へ
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

１
月
５
日
以
降
に
市
内
転
居
を
し
た
人

は
、
旧
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す

の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

　
投
票
当
日
に
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
を
！

　

投
票
当
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、

冠
婚
葬
祭
の
用
務
が
あ
る
な
ど
、
一
定

の
理
由
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人

は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
日
時

　

平
成
22
年
１
月
18
日
㈪
〜
23
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時　

●
期
日
前
投
票
所

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合

支
所
（
山
田
地
域
は
山
田
総
合
セ
ン

タ
ー
）、各
地
区
公
民
館
（
沖
水
、庄
内
、

志
和
池
、
中
郷
、
西
岳
）

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
法
令
で
定
め
る

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
や
、
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分

が
「
要
介
護
５
」
の
人
は
、
郵
便
で
自

宅
か
ら
投
票
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
自
書
で
き
る
な
ど
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
「
郵
便
投

票
等
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
郵
便
投
票
の
請
求
は
１
月
20
日

㈬
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
施
設
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

宮
崎
県
が
指
定
す
る
病
院
・
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
（
入
所
）
中
ま
た

は
入
院
（
入
所
）
予
定
の
人
は
、病
院
・

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
請
求
は
投
票
日
の
前
日
ま
で

で
き
ま
す
が
、
早
め
の
請
求
を
お
願
い

し
ま
す
。

開
票

　

開
票
は
即
日
と
し
、
平
成
22
年
１
月

24
日
㈰
、
午
後
９
時
20
分
か
ら
早
水
公

園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　

開
票
参
観
人
は
７
０
０
人
ま
で
入
場

で
き
ま
す
。

投
票
所
の
一
部
変
更

◆
第
15
投
票
所
…
早
水
町
、
立
野
町

　

早
水
自
治
公
民
館

　
　
　
　
　
　

→
立
野
自
治
公
民
館

◆
第
54
投
票
所
…
梅
北
町

　

梅
北
児
童
館

　
　
　
　
　
　

→
川
内
自
治
公
民
館

私
た
ち
の
市
政
を
預
け
る
最
も
重
要
な
選
挙
で
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
を
、

よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
大
切
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と

な
く
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
23-

７
８
６
４

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
市
政
に
！

平成22年1月24日㈰は

都城市長選挙
都城市議会議員選挙

の投票日です。
投票時間…午前7時〜午後8時（※一部の繰り上げ投票所を除きます）

※
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

　

て
い
た
期
日
前
投
票
は
、
今
回

　

か
ら
隣
接
す
る
地
区
公
民
館
で

　

行
い
ま
す
。
な
お
、
夏
尾
地
区

　

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
期
日
前

　

投
票
は
で
き
ま
せ
ん
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「
償
却
資
産
」
と
は
？

　

固
定
資
産
税
で
い
う
「
償
却
資
産
」

と
は
、
土
地
、
家
屋
以
外
で
事
業
用
に

使
わ
れ
る
資
産
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
会
社
や
個
人
で
工
場
、
商
店
、

理
・
美
容
店
、
病
院
、
建
設
業
、
ア
パ
ー

ト
・
借
家
経
営
、
農
業
な
ど
の
事
業
を

し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に

使
用
す
る
構
築
物
、
機
械
、
機
具
（
器

具
）、
備
品
な
ど
が
償
却
資
産
に
当
た

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
業
用
に
使
用
し
て
い
て

も
、
自
動
車
の
よ
う
に
自
動
車
税
（
軽

自
動
車
税
）
の
課
税
対
象
と
な
っ
て
い

る
も
の
な
ど
は
、
償
却
資
産
か
ら
除
か

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
償
却
資
産
の
免
税
点
は
、

１
５
０
万
円
で
す
。
所
有
し
て
い
る
償

却
資
産
の
評
価
額
（
課
税
標
準
額
）
の

合
計
が
１
５
０
万
円
を
超
え
な
い
場

合
、
固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
申
告
は
必
要
で
す
。

申
告
す
る
も
の
が
な
い
場
合
は
？

　

償
却
資
産
の
申
告
は
、
申
告
の
対
象

資
産
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
令
で

毎
年
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
申
告
の
対
象
と
な
る
資
産
を
所

有
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、「
該
当
資

産
な
し
」
で
申
告
す
る
な
ど
、
申
告
は

必
要
で
す
。

　

正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
、
ま
た
は
虚
偽
の
申
告
を

し
た
場
合
は
、
罰
金
な
ど
の
罰
則
規
定

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
の
方
法
は
？

　

こ
れ
ま
で
に
申
告
し
て
い
る
人
に

は
、
12
月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
。
そ
れ
に
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を

記
入
し
、
１
月
末
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
な
ど
で
使
用
す
る

減
価
償
却
資
産
明
細
書
や
事
業
主
で
管

理
し
て
い
る
固
定
資
産
台
帳
の
写
し
な

ど
、
資
産
の
内
訳
が
分
か
る
も
の
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
申
告
書
が
送

ら
れ
て
こ
な
い
人
、
新
規
創
業
し
た
人

は
、
資
産
税
課
、
各
総
合
支
所
財
務
課

へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

工
場
、
商
店
、
農
業
を
営
ん
で
い
る
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
い

る
な
ど
、
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
所
有
し
て

い
る
償
却
資
産
を
、
市
役
所
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
早
め
の
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課　

☎
23-

２
１
２
４

申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

１
月
は
償
却
資
産
の
申
告
月

◎
飲
食
店

厨
房
設
備
、
冷
蔵

庫
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、

応
接
備
品
な
ど

◎
小
売
業

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、

冷
蔵
ス
ト
ッ
カ
ー
、

レ
ジ
ス
タ
ー
、
食
品

ス
ラ
イ
サ
ー
な
ど

◎
ア
パ
ー
ト
・
借
家
経
営

２
段
式
駐
車
装
置
、

屋
根
付
車
庫
、
ご
み

集
積
ボ
ッ
ク
ス
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
な
ど

具
体
的
な
対
象
物
は
？

　

１
月
１
日
現
在
で
所
有
し
て
い
る
事
業
用
の
構
築
物
、
機
械
、
機
具
（
器
具
）、

備
品
な
ど
で
す
。
主
な
業
種
別
具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
理
・
美
容
業

理
・
美
容
い
す
、
洗
面

設
備
、
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
、

タ
オ
ル
蒸
し
器
な
ど

◎
農
業

家
畜
用
設
備
、

農
耕
用
機
具
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、

サ
イ
ロ
な
ど

※
各
業
種
共
通
す
る
も
の
と
し
て
、

　

事
務
所
や
店
舗
内
の
装
飾
（
カ
ウ

　

ン
タ
ー
、
間
仕
切
り
な
ど
）、
外

　

部
構
築
物
（
看
板
、駐
車
場
舗
装
、

　

門
、
塀
、
外
灯
照
明
設
備
な
ど
）、

　

受
変
電
設
備
、
空
調
設
備
、
屋
外

　

給
配
水
設
備
な
ど
が
あ
り
ま
す
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保育所名 定員 所在地 電話番号
公
立
保
育
所　

保
育
・
児
童
館

姫城保育所 45 姫 城 町 22 − 2295
大王保育所 45 平 江 町 22 − 2167
あやめ原保育所 45 菖 蒲 原 町 22 − 2372
郡元保育所 40 郡 元 町 22 − 1578
たかお保育所 60 南 鷹 尾 町 22 − 0394
金田保育所 40 金 田 町 38 − 1325
志和池保育・児童館 30 上 水 流 町 36 − 0516
雄児石保育・児童館※１ 30 梅 北 町 39 − 4063
中郷保育所 40 安 久 町 39 − 0529

法
人
立
保
育
園

天竜保育園 130 早 鈴 町 23 − 1301
下長飯保育園 120 下 長 飯 町 39 − 1040
あゆみベビーホーム 60 甲 斐 元 町 23 − 5246
相愛保育園 90 早 鈴 町 25 − 1879
早鈴保育園 60 早 鈴 町 24 − 3699
チャイルドセンターポピー園 130 早 鈴 町 25 − 9478
アソカ保育園※２ 120 小 松 原 町 24 − 0450
志比田保育園※２ 120 志 比 田 町 23 − 2803
ひばり保育園 90 大 王 町 23 − 0038
宮丸保育園 60 宮 丸 町 27 − 1541
ぽっぽ保育所 60 前 田 町 24 − 7887
かたひら保育園 60 志 比 田 町 24 − 7745
上長飯保育園 90 上 長 飯 町 22 − 4843
一万城保育園 150 一 万 城 町 23 − 2802
たんぽぽ保育園 90 一 万 城 町 23 − 3313

保育所名 定員 所在地 電話番号

山
之
口
町

山之口中央保育所（公立） 60 花　木 57 − 2068
山之口ふもと保育所（公立） 45 山之口 57 − 2023
山之口乳児保育所（公立） 30 花　木 57 − 2243
安楽地保育園（法人立） 90 富　吉 57 − 2123

高
城
町

高城保育所（公立） 60 穂満坊 58 − 2314
有水保育所（公立） 60 有　水 59 − 9324
石山保育園（法人立）※２ 60 石　山 58 − 5931
つみき保育園（法人立） 30 穂満坊 58 − 4585
さかえ保育園（法人立） 90 穂満坊 58 − 2600

保育所名 定員 所在地 電話番号

法
人
立
保
育
園

川東保育園 60 下川東二丁目 22 − 2210
いなり保育園 90 郡元四丁目 22 − 5974
早水保育園 90 早 水 町 24 − 1826
並木保育園 60 上川東四丁目 24 − 1580
今町保育園 45 今 町 39 − 2102
五十市保育園 90 久 保 原 町 22 − 2110
都島保育園※２ 120 鷹尾一丁目 23 − 5622
すずらん保育園 60 南 鷹 尾 町 24 − 3596
さつき保育園 60 都 島 町 23 − 5250
もちお保育園 90 南 横 市 町 22 − 5421
都原保育園 120 都 原 町 22 − 4323
高木保育園 60 高 木 町 38 − 1310
都北保育園※２ 200 都 北 町 38 − 1877
吉尾保育園 90 吉 尾 町 38 − 3027
山野原保育園 90 太 郎 坊 町 38 − 3700
まるの保育園 45 野々美谷町 36 − 0891
下水流保育園※２ 45 下 水 流 町 36 − 0535
こばと保育園 30 丸 谷 町 36 − 1091
ルンビニ保育園※２ 60 庄 内 町 37 − 0569
乙房保育園※２ 60 乙 房 町 37 − 1212
菓子野保育園※２ 60 菓 子 野 町 37 − 1766
わかば保育園 30 高 野 町 33 − 1810
梅北保育園 60 梅 北 町 39 − 2869
安久保育園 45 安 久 町 39 − 0218

保育所名 定員 所在地 電話番号

山
田
町

山田中央保育所（公立） 90 山　田 64 − 3021
木之川内保育所（公立） 30 山　田 64 − 1012
谷頭保育園（法人立） 90 中霧島 64 − 1051
万ヶ塚保育園（法人立） 45 山　田 64 − 1123

高
崎
町

縄瀬保育園（法人立） 30 縄　瀬 62 − 3772
前田保育園（法人立） 30 前　田 62 − 1996
大牟田保育園（法人立） 60 大牟田 62 − 1989
笛水保育園（法人立） 20 笛　水 62 − 4500
善長寺保育園（法人立） 45 江　平 62 − 2125
鳴峰保育園（法人立） 60 大牟田 62 − 2127
旭保育園（法人立） 30 大牟田 62 − 4106

※１　雄児石保育・児童館については、現在、休止について検討・協議中です
※２　アソカ、志比田、都島、都北、下水流、ルンビニ、乙房、菓子野、石山保育園は、保育士の募集を行っています。詳
　　しくは、直接、保育園に問い合わせください

■総合支所管内の保育所（定員は平成21年度の数です）

■本庁管内の保育所など（定員は平成21年度の数です）

 保育所（園）の入所申し込み
平成22年度

●受付期間　　　　　　　12 月７日㈪～ 25 日㈮　※この期間以降も、随時受け付けます
●申込書交付・受付場所　入所を希望する保育所（園）、保育課、各総合支所健康福祉課

※各地区市民センターでは受け付けできません
●入所の決定　保育所への入所は、保育に欠ける要件の内容およびその緊急性、通園
　　　　　　　手段、申し込みの順番などを総合的に判断して決定します
●問い合わせ　　　　保育課　☎ 23 − 4894（直通）
　山之口総合支所健康福祉課　☎ 57 − 3111（代表）　　高城総合支所健康福祉課　☎ 58 − 2311（代表）
　山田総合支所健康福祉課　☎ 64 − 1111（代表）　　高崎総合支所健康福祉課　☎ 62 − 1111（代表）
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全
国
の
ス
ポ
レ
ク
愛
好
家
が
交
流
深
め
る

ス
ポ
レ
ク
み
や
ざ
き
２
０
０
９

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
ス
ポ
レ
ク

み
や
ざ
き
２
０
０
９
」
が
10
月
17
日
か

ら
20
日
ま
で
、
県
内
15
市
町
で
開
催
さ

れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
市

内
の
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
と

高
城
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ

た
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
と
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
に
、
韓
国
か
ら
の
交
流
選
手
を
含

む
５
９
１
人
が
出
場
。
会
場
で
は
市
内

全
小
学
校
の
児
童
ら
が
作
っ
た
の
ぼ
り

旗
が
選
手
た
ち
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
参

加
者
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
た

り
、
交
流
広
場
で
手
作
り
の
郷
土
料
理

を
食
べ
た
り
し
て
全
国
の
ス
ポ
レ
ク
愛

好
家
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

秋
の
特
産
物
が
勢
ぞ
ろ
い

地
場
産
業
ま
つ
り

　

都
城
圏
域
の
地
場
産
品
や
商
工
業
製

品
を
展
示
販
売
す
る
地
場
産
業
ま
つ
り

が
10
月
24
日
と
25
日
の
２
日
間
、
都
城

圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
お
茶
や
木
刀

な
ど
の
事
業
所
約
１
０
０
社
が
参
加
。

28
回
目
と
な
る
今
回
は
、
霧
島
山
を
囲

む
４
市
か
ら
地
元
の
特
産
品
を
集
め
た

環
霧
島
物
産
コ
ー
ナ
ー
が
初
め
て
置
か

れ
た
ほ
か
、
郷
土
芸
能
な
ど
も
披
露
さ

れ
、
約
４
万
人
の
買
い
物
客
が
秋
の
一

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
田
中
良
夫
さ
ん

（
郡
元
町
）
は｢

ど
ん
こ
し
い
た
け
を
買

い
ま
し
た
。
今
日
の
晩
ご
飯
が
楽
し
み

で
す｣
と
満
足
げ
な
様
子
で
し
た
。

花
火
も
復
活
、
祭
り
に
ど
ん
ど
ん
活
気
が

山
之
口
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
２
０
０
９

　

見
る
だ
け
で
な
く
参
加
し
て
楽
し

む
山
之
口
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
が
10
月
31

日
、
山
之
口
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
実
行
委
員
会
の
呼
び
掛

け
で
出
店
数
が
倍
増
。
会
場
に
は
町
内

の
商
店
を
含
む
45
商
店
主
が
自
慢
の
商

品
を
並
べ
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地

元
の
幼
稚
園
児
や
小
学
生
ら
が
踊
り
や

太
鼓
を
披
露
し
た
ほ
か
、
観
客
が
参
加

し
た
ゲ
ー
ム
や
花
火
大
会
も
復
活
し
、

終
日
多
く
の
家
族
連
れ
が
祭
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
の
蔵
屋
一
浩

さ
ん
は
「
昭
和
56
年
か
ら
の
伝
統
の
祭

り
。
交
流
の
場
を
提
供
し
、
地
域
を
元

気
づ
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

つ
な
が
る　

ひ
ろ
が
る　

友
好
交
流

友
好
交
流
都
市
締
結
10
周
年

　

本
市
が
中
国
重
慶
市
江
津
区
、
モ
ン

ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
と
の
友
好

交
流
都
市
を
締
結
し
て
か
ら
今
年
で
10

年
目
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
が
10
月
31
日
、
11
月
１
日
の
２
日

間
、
市
内
各
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。
両

都
市
か
ら
の
訪
問
団
を
迎
え
、
記
念
植

樹
や
記
念
式
典
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
さ
ら
な
る
交
流
を
誓
い
合
意
書
の

調
印
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
11
月
１
日
に

総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
三
カ
国

民
俗
芸
能
祭
で
は
、
本
市
の
民
俗
芸
能

や
モ
ン
ゴ
ル
の
馬
頭
琴
演
奏
、
中
国
の

舞
踊
な
ど
が
披
露
さ
れ
、約
１
、３
０
０

人
の
観
客
が
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。
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都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください

安
く
て
新
鮮
な
旬
の
食
材
が
ず
ら
り

第
８
回
市
場
ま
つ
り

　

都
城
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
で
11
月

１
日
、
市
場
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
鮮
な
魚
介
類
や
青
果
、
野
菜
な

ど
が
市
価
の
３
～
４
割
引
き
で
販
売
さ

れ
る
と
あ
っ
て
、
会
場
に
は
早
朝
か
ら

家
族
連
れ
な
ど
約
７
、０
０
０
人
が
来

場
。
市
場
特
有
の
威
勢
の
い
い
掛
け
声

が
飛
び
交
う
中
、
買
い
物
客
は
目
当
て

の
品
物
を
求
め
て
長
い
行
列
を
つ
く
っ

て
い
ま
し
た
。
毎
年
訪
れ
る
と
い
う
高

橋
愛
子
さ
ん
（
乙
房
町
）
は
「
安
く
て

新
鮮
な
品
物
を
買
い
物
で
き
る
の
が
楽

し
み
。
今
年
も
い
い
買
い
物
が
で
き
ま

し
た
」
と
た
く
さ
ん
の
品
物
を
抱
え
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

威
風
堂
々
と
し
た
浜は

ま殿
下
り

山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り

　

１
、０
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
、
地

元
で
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
山
之

口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
が
11
月
３
日
、
山

之
口
町
の
的ま
と

野の

正し
ょ
う

八は
ち

幡ま
ん
ぐ
う宮

で
古
式
ゆ
か

し
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
弥
五
郎
ど
ん
に

触
れ
る
と
病
気
を
し
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
た
め
、
沿
道
を
埋
め
た
見
物
客
ら

は
身
の
丈
４
㍍
の
弥
五
郎
ど
ん
が
姿
を

見
せ
る
と
、
競
っ
て
取
り
囲
み
着
物
な

ど
に
触
れ
て
健
康
を
祈
願
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
、
一
般
か
ら
浜
殿
下
り
体
験

参
加
者
を
初
め
て
募
集
。
徳
永
悠
人
く

ん
（
大
岩
田
町
、
５
歳
）
は
、「
弥
五

郎
ど
ん
は
大
き
か
っ
た
。
一
緒
に
歩
い

て
楽
し
か
っ
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

触
れ
て
・
見
て
び
っ
く
り
の
最
新
技
術

み
な
み
九
州
産
業
交
流
祭

　

産
、
学
、
官
が
連
携
し
日
ご
ろ
の
研

究
の
成
果
を
紹
介
す
る
み
な
み
九
州
産

業
交
流
祭
が
11
月
６
日
、
７
日
の
２
日

間
に
わ
た
っ
て
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
都

城
初
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
県
内
外

か
ら
58
の
企
業
や
団
体
が
参
加
。
エ
コ

へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
太
陽
光
発

電
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
技
術
な
ど
、
環
境

に
配
慮
し
た
も
の
が
来
場
者
の
目
を
引

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
は
し
ご
車
の
体
験
搭

乗
、
物
産
市
な
ど
も
開
か
れ
、
終
日
多

く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

大
空
に
優
雅
に
舞
い
、
気
分
は
最
高
！

南
九
州
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
大
会

　

11
月
８
日
、
金
御
岳
山
頂
で
南
九
州

ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
今
年
で
24
回
目
と
な
る
同
大
会

に
は
、
九
州
各
県
か
ら
愛
好
家
21
チ
ー

ム
が
参
加
。
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し

た
が
、
参
加
者
た
ち
は
自
慢
の
愛
機
で

大
空
に
向
か
っ
て
次
々
と
飛
び
立
ち

ま
し
た
。
ま
た
、
着
地
点
で
は
中
郷
商

工
会
や
地
元
公
民
館
が
ぜ
ん
ざ
い
を
振

る
舞
っ
た
り
、
特
産
品
を
販
売
し
た
り

し
て
地
域
ぐ
る
み
で
大
会
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
甲
斐
福
太
郎
さ
ん
（
福

岡
県
）
は
「
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
空
高

く
舞
い
上
が
る
と
気
持
ち
が
い
い
で
す

よ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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新
進
作
家
公
募
展
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

早
川　

直な
お

己き

さ
ん

数
学
の
美
し
さ
を
独
自
の
方
法
で
表
現

ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
進

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
発
掘
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

　

受
賞
し
た
作
品
は
、
数
学
を
映
像

化
し
表
現
し
た
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
作

品
「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
礼
拝
堂
」
。
ピ
タ

ゴ
ラ
ス
が
編
み
出
し
た
「
ピ
タ
ゴ
ラ

ス
音
律
」
を
数
式
に
し
て
独
自
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
し
て
、
音
楽
と
画
像
に
変
換
し
映

像
化
す
る
方
法
で
、
早
川
さ
ん
の
世

界
観
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

泉
ヶ
丘
高
校
時
代
に
数
学
教
師
か

ら
「
数
学
は
美
し
い
」
と
聞
か
さ
れ
、

そ
の
美
し
さ
を
美
術
と
し
て
表
現
で

き
な
い
か
と
漠
然
と
考
え
て
い
た
早

川
さ
ん
。
大
学
時
代
に
数
学
の
美
を

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
表
現
す
る
方

法
と
出
会
い
、
静
止
画
と
し
て
表
現

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

舞
台
美
術
の
経
験
や
音
楽
家
と
の
共

演
か
ら
表
現
方
法
が
変
化
し
、
今
回

の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
プ
ロ
と
ア
マ
の
境
界
線
ま
で

や
っ
と
こ
れ
た
。
受
賞
で
き
て
本
当

に
う
れ
し
い
」
と
話
す
早
川
さ
ん
。

　

将
来
の
構
想
と
し
て
、
「
作
品
で

描
か
れ
て
い
る
森
や
宇
宙
、
水
が
繋

が
り
あ
っ
た
世
界
観
を
各
地
で
展
示

し
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
人
や
自
然
が

繋
が
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
し
て
現

実
に
地
域
と
自
然
が
豊
か
に
な
っ
て

く
れ
た
ら
」
と
今
後
の
夢
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

新
進
作
家
を
対
象
と
し
た
ジ
ャ

ン
ル
を
問
わ
な
い
公
募
展

「
Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｒ
ｅ
ｎ
ｔ
！　

Ｆ
ｏ
ｒ

　

Ｔ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
ｔ
！　

５
」
が
福
岡

市
中
央
区
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
三
菱
地
所
ア
ル
テ
ィ
ア
ム
」
で
行

わ
れ
、
早
川
直
己
さ
ん
（
一
万
城
町
、

31
歳
）
が
グ
ラ
ン
プ
リ
の
栄
冠
に
輝

き
ま
し
た
。

　

こ
の
公
募
展
は
、
現
代
の
芸
術
文

化
に
お
い
て
常
に
新
た
な
表
現
が

次
々
と
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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姫
城
中
学
校

姫
城
町
25

−

71　

☎
22

−

４
２
８
１

「
伝
統
を
受
け
継
い
で
」

姫
城
中
学
校
生
徒
会　

岡
元　

次
郎
（
お
か
も
と　

じ
ろ
う
）

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

故
郷
を
離
れ
26
年
が
た
ち
ま
す
が
、

折
り
に
触
れ
都
城
の
町
並
み
や
風
景

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
に

母
智
丘
公
園
で
行
わ
れ
る
桜
ま
つ
り

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
母
智
丘
公
園
を

ス
タ
ー
ト
と
す
る
市
民
マ
ラ
ソ
ン
の

コ
ー
ス
を
、
中
学
時
代
の
陸
上
部
の

仲
間
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
つ
く
っ

た
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

思
い
出
と
い
え
ば
、
甲
子
園
で
ベ
ス

ト
８
に
な
っ
た
都
城
商
業
高
校
は
私

の
母
校
で
す
。
私
が
高
校
１
年
だ
っ

た
28
年
前
も
ベ
ス
ト
８
で
し
た
。
そ

の
時
、
私
は
陸
上
部
で
高
跳
び
と
三

段
跳
び
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
東
京
で
主
に
ヒ
ー
ロ
ー

番
組
を
中
心
に
ア
ク
シ
ョ
ン
俳
優
と

し
て
芸
能
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
こ
ろ
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
な
ど

に
あ
こ
が
れ
、
そ
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

を
自
ら
演
じ
る
こ
と
に
な
る
と
は
思

い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
の
作

品
は
、
21
年
前
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ブ

ラ
ッ
ク
で
す
。
そ
の
後
は
、
い
ろ
い

ろ
な
タ
イ
プ
の
ラ
イ
ダ
ー
や
さ
ま
ざ

ま
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
演
じ
る
機
会

に
恵
ま
れ
、
今
は
、
侍
戦
隊
シ
ン
ケ

ン
ジ
ャ
ー
と
い
う
番
組
で
ゴ
ー
ル
ド

と
い
う
役
を
演
じ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
作
品
に
か
か
わ
る
多
く
の
人
た

ち
や
フ
ァ
ン
の
人
た
ち
と
の
出
会
い

を
大
切
に
し
、
そ
し
て
な
に
よ
り
、

青
春
時
代
を
過
ご
し
た
都
城
で
学
ん

だ
こ
と
を
胸
に
秘
め
、
技
を
磨
き
体

を
気
遣
い
多
く
の
人
に
夢
を
与
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
40
年
生
ま
れ
。
ア
ク
シ
ョ
ン
俳
優
。
ジ
ャ

パ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
所
属
。

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
リ
ー
ズ
や
特
撮
番
組
な
ど
で

活
躍
中
。

【
心
の
故
郷　

み
や
こ
ん
じ
ょ
】

岡
元　

次
郎
さ
ん

　

私
た
ち
の
姫
城
中
学
校
は
、
都
城

市
の
中
心
部
に
あ
り
ま
す
。
生
徒
数

は
３
３
３
人
で
、
61
年
の
歴
史
を
持

つ
伝
統
あ
る
学
校
で
す
。

　

本
校
の
最
大
の
特
徴
は
、
応
援
歌

と
生
徒
信
条
が
あ
る
こ
と
で
す
。
応

援
歌
は
、
明
る
く
軽
快
な
リ
ズ
ム
の

あ
る
曲
で
、
部
活
動
の
応
援
や
体
育

大
会
の
と
き
な
ど
に
歌
い
ま
す
。
こ

の
歌
は
と
て
も
親
し
み
や
す
い
の

で
、
私
た
ち
は
大
好
き
で
す
。
ま

た
、
姫
城
中
の
生
徒
信
条
は
「
礼
を

正
し　

場
を
清
め　

時
を
守
る
」
で

す
。
生
徒
会
の
活
動
も
、
生
徒
信
条

が
し
っ
か
り
と
身
に
付
く
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。

　

姫
城
中
で
は
、
今
年
「
姫
中
生
よ

大
志
を
抱
け　

Ring the bell of　

姫
城
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
精
一
杯
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
今
年
盛
り

上
が
っ
た
の
は
体
育
大
会
で
す
。
団

長
を
中
心
に
、
各
団
が
一
致
団
結
し

て
競
技
や
応
援
に
全
力
で
取
り
組
み
、

体
育
大
会
終
了
後
は
、
リ
ー
ダ
ー
は

も
ち
ろ
ん
多
く
の
人
が
声
を
か
ら
し

て
い
た
ほ
ど
の
熱
戦
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
体
育
大
会
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
最
高
の
思
い
出
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
姫
城
中
で
学
べ

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
先
輩
た
ち
が
築
き

上
げ
て
き
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
さ

ら
に
よ
り
良
い
学
校
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

都
城
讃
歌

◎学校のシンボル
「校門に立つ鐘

しょうとうひ

塔碑」
姫城中には、校歌の歌詞にも使われ
ている「生命の鐘」「努力の鐘」
「真理の鐘」と刻まれた碑に掛かる
鐘があります。私たちは、再びこの
鐘を鳴らそうと計画しています。
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ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

12
月
25
日
㈮　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
生

　
　
　
　
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
）

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

消
防
出
初
め
式

●
日
時　

平
成
22
年
１
月
10
日
㈰

８
時
30
分
開
始
（
雨
天
時
10
時
30
分
）

●
会
場　

沖
水
川
市
民
緑
地

※
雨
天
時
は
消
防
局
体
育
館

●
内
容　

一
斉
放
水
、
分
列
行
進
な
ど

問　

危
機
管
理
課　

☎
23

−

２
１
２
９

問　

㈳
都
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　

☎
25

−

１
０
０
０
（
本
部
）

☎
58

−

２
３
２
３
（
北
支
部
）

特
別
支
援
教
育
支
援
員

　

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

学
校
で
の
生
活
介
助
ま
た
は
学
習
支
援
を

行
う
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
募
集
し
ま

す
。

●
勤
務
場
所　

市
内
の
小
中
学
校

●
勤
務
日　

授
業
の
あ
る
日

●
対
象
・
定
員　

特
別
支
援
教
育
に
興
味

の
あ
る
人
（
教
員
免
許
ま
た
は
ヘ
ル
パ
ー

２
級
以
上
の
資
格
を
有
す
る
人
を
優
先
）

30
人
程
度

●
賃
金　

日
額
６
、４
０
０
円

問　

12
月
16
日
㈬
ま
で
に
履
歴
書
を
学

校
教
育
課
に
提
出　

☎
23

−

９
５
４
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
豊
か
な

知
識
と
経
験
を
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者　

60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人

●
仕
事
の
内
容　

植
木
の
せ
ん
定
・
消
毒
、

草
取
り
・
草
刈
り
、
大
工
左
官
、
ふ
す
ま
・

障
子
の
張
り
替
え
、
住
居
内
外
の
掃
除
、

食
事
の
支
度
・
買
い
物
な
ど
家
事
全
般
の

手
伝
い
、
子
守
り
、
育
児
の
手
伝
い
、
賞

状
・
宛
名
書
き
、
そ
の
他
家
庭
や
事
業
所

で
の
簡
単
な
作
業
な
ど

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
・
げ
ん
き

げ
ん
き
芸
術
祭
（
無
料
）

●
日
時　

12
月
20
日
㈰　

10
時
〜
16
時

●
会
場　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

障
が
い
者
に
よ
る
創
作
作
品
、

触
っ
て
分
か
る
書
道
作
品
の
展
示
、
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
、
点
訳
・
音
訳
体
験

問　

都
城
市
点
字
図
書
館

　
　

☎
26

−

１
９
４
８

宮
崎
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

●
日
時　

平
成
22
年
５
月
９
日
㈰

●
場
所　

県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

●
開
催
競
技
（
部
門
）

【
個
人
】
陸
上
競
技
（
身
体
・
知
的
）、
水

泳
（
身
体
・
知
的
）、
卓
球
（
身
体
・
知

的
）、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
）、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身
体
・
知
的
）、
ボ
ー

リ
ン
グ
（
知
的
）

【
団
体
】
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
）、
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
（
精
神
）

問　

平
成
22
年
１
月
22
日
㈮
ま
で
に
福

祉
課　

☎
23

−

２
９
８
０　

Fax 

24

−

１
１
８
８

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
無
料
）

●
日
程　

平
成
22
年
２
月
１
日
㈪
〜

　
　
　
　

15
日
㈪

●
場
所　

三
股
町
商
工
会
館

●
定
員　

20
人

●
対
象
者　

県
内
在
住
の
求
職
者
で
、
お

お
む
ね
60
歳
代
前
半
の
人

問　

平
成
22
年
１
月
15
日
㈮
ま
で
に 

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
宮
崎
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会　

〒
880

−

０
８
６
７　

宮
崎
市
瀬
頭
２
丁
目
６

−

14

☎
０
９
８
５

−

31

−

３
７
７
５

Fax
０
９
８
５

−

31

−

３
７
７
６
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要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

　

要
約
筆
記
は
聴
覚
障
が
い
者
の
社
会
活

動
参
加
の
た
め
に
文
字
を
書
い
て
情
報
を

提
供
す
る
筆
記
通
訳
で
す
。

●
日
程　

平
成
22
年
１
月
13
日
㈬
〜
３
月

24
日
㈬
の
毎
週
水
曜
日　

19
時
〜
21
時

１
月
24
日
㈰
、
２
月
７
日
㈰
の
10
時
〜
16

時●
会
場　

勤
労
者
会
館

●
対
象　

18
歳
以
上
で
聴
覚
障
が
い
者
福

祉
に
熱
意
の
あ
る
人

●
受
講
料　

１
、０
５
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

の
み
）

問　

平
成
22
年
１
月
６
日
㈬
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
は
が

き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
〒
885

−

０
０
７
７

松
元
町
４

−

14　

都
城
市
聴
覚
障
害
者
協

会　

☎
・
Fax 

23

−

０
８
８
５

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校
訓
練
生

　

各
コ
ー
ス
定
員
（
10
人
）
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

【
着
付
科
（
3
カ
月
）】

●
日
程　

毎
週
木
曜
日

①
午
前
の
部　

10
時
〜
12
時

②
午
後
の
部　

13
時
〜
15
時

③
夜
間
の
部　

19
時
〜
21
時　

●
開
講
日　

平
成
22
年
1
月
7
日
㈭

●
受
講
料　

１
万
１
、０
０
０
円　

【
洋
裁
科
（
6
カ
月
）】（
毎
週
）	

●
日
程　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分　

●
開
講
日　

平
成
22
年
1
月
7
日
㈭　

●
受
講
料　

４
万
円

【
洋
裁
科
（
６
ヶ
月
）】（
隔
週
）

●
日
程　

第
2
・
4
土
曜
日

　
　
　
　

９
時
〜
13
時	

●
開
講
日　

平
成
22
年
1
月
９
日
㈯

●
受
講
料　

２
万
円

【
手
編
科
（
1
年
）】

●
日
程　

毎
週
火
曜
日　

10
時
〜
15
時	

●
開
講
日　

平
成
22
年
1
月
12
日
㈫

●
受
講
料　

５
万
円

【
パ
ソ
コ
ン
科
初
心
者
向
け
（
３
カ
月
）】

●
日
程　

平
成
22
年
1
月
７
日
㈭
〜

毎
週
月
・
木
曜
日　

18
時
〜
21
時

【
パ
ソ
コ
ン
科
資
格
取
得
コ
ー
ス
（
３
カ
月
）】

●
日
程　

平
成
22
年
１
月
７
日
㈭
〜

毎
週
月
・
木
曜
日　

18
時
〜
21
時

●
受
講
料　

３
万
７
、０
０
０
円
（
雇
用

保
険
加
入
者
）

４
万
２
、０
０
０
円（
雇
用
保
険
未
加
入
者
）

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科（
６
カ
月
）】

●
日
程　

①
平
成
22
年
1
月
８
日
㈮
〜　

隔
週
金
曜
日　

９
時
〜
12
時　

②
平
成
22

年
1
月
９
日
㈯
〜　

隔
週
土
曜
日　

9
時

〜
12
時	

●
受
講
料　

２
万
１
、０
０
０
円

問　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

       

☎
23

−

２
３
１
６

都
城
市
健
康
づ
く
り
大
会

　

本
市
で
は
、「
み
や
こ
の
じ
ょ
う
健
康

づ
く
り
計
画
21
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
運
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。「
み
ん
な
で
支
え
る
健
や
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
健
康
づ
く
り
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
25
日
㈮　

13
時
30
分
〜
16

時
（
受
付
13
時
〜
）

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

健
康
づ
く
り
活
動
発
表
、　

福

岡
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
運
動
生
理
学
教

授　

田
中
宏
暁
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
ス

ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ス
ロ
ー
ス
テ
ッ
プ
の

す
す
め
」

問　

12
月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課
へ

☎
23

−

２
７
６
５　

Fax 

23

−

４
８
４
６

き
ら
り
体
験
教
室　

　

５
人
以
上
で
開
催
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。

【
フ
ラ
ダ
ン
ス
】（
全
２
回
）

●
日
時　

平
成
22
年
１
月
14
日
㈭
・

　
　
　
　

21
日
㈭
10
時
〜
12
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

１
、０
０
０
円　

【
洋
裁
（
ベ
ス
ト
作
り
）】（
全
４
回
）

●
日
時　

毎
週
水
曜
日
（
平
成
22
年
１
月

20
日
〜
２
月
10
日
） 

10
時
〜
12
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

４
、０
０
０
円
程
度　

※
両
講
座
と
も
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要

問　

各
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

☎
23

−

４
０
８
０
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※
教
材
費
・
冷
暖
房
費
な
ど
は
別
途
必
要

【
ヨ
ガ
教
室
】

●
日
時　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

五
十
市
地
区
公
民
館

【
健
康
体
操
・
３
Ｂ
体
操
教
室
】

●
日
時　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
22
時

●
場
所　

祝
吉
地
区
公
民
館

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

−

４
０
８
０

ぼ
ん
ち
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
（
無
料
）

　

都
城
盆
地
在
住
の
人
で
あ
れ
ば
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
期
間　

平
成
22
年
３
月
〜
10
月　

（
毎
月
第
２
火
曜
日
開
催　

講
座
７
回
、

現
地
研
修
２
回
）　

※
曜
日
変
更
有
り

19
時
〜
21
時

●
場
所　

Ｊ
Ａ
都
城　

都
北
事
業
所　

●
定
員　

20
人
程
度　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
内
容　

家
庭
菜
園
に
関
す
る
基
礎
的
な

こ
と
か
ら
専
門
的
な
こ
と
ま
で
学
べ
る
幅

広
い
講
座

問　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
、
応
募
の

動
機
や
農
業
に
対
す
る
思
い
な
ど
を
書
い

て
２
月
１
日
㈪
ま
で
に

〒
885

−

０
０
０
４　

都
北
町
５
７
０
８

Ｊ
Ａ
都
城　

営
農
企
画
室　

営
農
企
画
課

☎
38

−

６
６
９
３  
Fax 

38

−

６
６
９
２　

就
職
支
援
講
座

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
就
職
を
支
援
す

る
講
座
で
す
。

●
日
程　

平
成
22
年
１
月
18
日
㈪
〜

　
　
　
　

29
日
㈮

●
定
員　

24
人　

※
申
し
込
み
順

●
場
所　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

（
年
見
町
）

●
内
容　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
基
礎
講
座
（
３

日
間
）、パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座
（
６
日
間
）、

就
職
支
援
講
座
（
１
日
）

●
料
金　

１
、０
０
０
円

問　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
昼
間
の
連

絡
先
を
明
記
の
上
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
、
都
城
地
域
職
業
訓
練
協
会
（
〒
885

−

０
０
１
７　

年
見
町
13

−

11
）　

☎
23

−

２
３
１
６　

Fax 

23
−

０
７
０
６

kunren@
titan.ocn.ne.jp

生
涯
学
習
初
級
講
座

　

１
月
か
ら
短
期
（
全
４
回
）
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
受
講
に
は
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
開

催
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
定
員　

各
講
座
10
〜
20
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
対
象　

一
般
成
人
の
初
心
者

●
受
講
料　

無
料（
教
材
費
は
別
途
必
要
）

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

ス
ト
レ
ッ
チ

第
２
・
４
金
曜
日
（
１
／
８
〜
）　

13
時
30
分
〜

15
時　

中
央
公
民
館　

締
切
：
12
／
25
㈮

韓
国
語

毎
週
金
曜
日
（
１
／
８
〜
）　

19
時
30
分
〜
21

時
30
分　

中
央
公
民
館　

締
切
：
12
／
25
㈮

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第
１
・
３
木
曜
日
（
１
／
７
〜
）　

10
時
〜
12
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

締
切
：
12
／
25
㈮

都
城
の
歴
史
探
訪

毎
週
木
曜
日
（
１
／
21
〜
）　

13
時
30
分
〜
15
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

締
切
：
１
／
８
㈮

や
さ
し
い
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

毎
週
水
曜
日
（
１
／
13
〜
）　

10
時
〜
12
時

小
松
原
地
区
公
民
館　

締
切
：
12
／
27
㈰

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

第
２
・
４
火
曜
日
（
１
／
12
〜
）　

10
時
〜
12
時

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館　

締
切
：
12
／
27
㈰

大
正
琴

毎
週
水
曜
日
（
１
／
６
〜
）　

10
時
〜
12
時

祝
吉
地
区
公
民
館　

締
切
：
12
／
24
㈮

民
謡

第
１
・
３
水
曜
日
（
１
／
20
〜
）　

９
時
30
分
〜

11
時　

横
市
地
区
公
民
館　

締
切
：
１
／
８
㈮

詩
吟

第
２
・
４
金
曜
日
（
１
／
22
〜
）　

13
時
30
分
〜

15
時
30
分　

中
郷
地
区
公
民
館

締
切
：
１
／
10
㈰

和
紙
ち
ぎ
り
絵

第
１
・
３
水
曜
日
（
１
／
20
〜
）　

13
時
30
分
〜

16
時　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

締
切
：
１
／
８
㈮

日
本
舞
踊
（
藤
間
流
）

毎
週
水
曜
日
（
１
／
６
〜
）　

10
時
〜
12
時　

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー　

締
切
：
12
／
24
㈭

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

−

４
０
８
０

よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

●
学
習
料　

１
回
５
０
０
円
〜
７
５
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）
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離
乳
食
教
室

●
日
時
・
場
所

12
月
11
日
㈮　

９
時
30
分
〜

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

平
成
22
年
１
月
15
日
㈮　

９
時
30
分
〜

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

※
要
申
し
込
み

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　

市
内
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
企
業
へ
就
職

を
希
望
し
て
い
る
人
や
過
去
に
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
講
座
を
受
講
し
た

こ
と
の
あ
る
人
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
文
字
入
力
な
ど
）
の
で
き
る
人
を
対
象

に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
、
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を

育
成
し
ま
す
。

●
日
程　

第
１
回　

平
成
22
年
１
月
28
日

㈭
〜
２
月
10
日
㈬

第
２
回　

平
成
22
年
２
月
15
日
㈪
〜
26
日

㈮●
時
間　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ（
吉
尾
町
）

●
定
員　

各
25
人

●
費
用　

無
料

問　

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ　

　
　
　

☎
38

−

４
８
１
１

宮
崎
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
（
無
料
）

　

宮
崎
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
員
が
、
求
職
者
の
生
活
・
就
労
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

12
月
21
日
㈪　

10
時
〜
16
時

　
　
　
　
（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）

※
通
常
は
毎
月
第
４
月
曜
日
で
す
が
、
12

　

月
だ
け
変
更
と
な
り
ま
す

●
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
（
上
町
）

問　

県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
８
５

−
60

−
７
４
１
０

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
程
・
場
所

12
月
日
22
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
地
下
１
階
）

●
対
象　

１
カ
月
〜
１
歳
未
満	

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

行
政
相
談

●
日
時　

12
月
17
日
㈭　

９
時
〜
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

産
業
財
産
権
相
談
事
業

特
許
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

12
月
15
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
議
所

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商

標
な
ど

問　

工
業
振
興
課　

☎
23

−

２
７
５
３

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

法
律
無
料
相
談

●
日
時　

12
月
16
日
㈬　

18
時
〜
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

９
人
程
度　

※
要
予
約

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

−

３
２
４
０

観
音
さ
く
ら
の
里
年
末
年
始
の
営
業

　

年
末
年
始
の
営
業
日
お
よ
び
営
業
時
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

12
月
23
日
㈬　

営
業

12
月
24
日
㈭　

振
替
定
休
日

12
月
30
日
㈬　

定
休
日

12
月
31
日
㈭　

９
時
〜
21
時　

1
月
１
日
㈮　

９
時
〜
22
時　

1
月
２
日
㈯　

６
時
〜
22
時

1
月
3
日
㈰
以
降
は
通
常
営
業

な
お
、
乗
合
バ
ス
に
つ
い
て
は
12
月
23
日

㈬
は
営
業
し
、
24
日
㈭
、
30
日
㈬
、
１
月

１
日
㈮
は
運
休
し
ま
す
。

問　

観
音
さ
く
ら
の
里　

　
　

☎
29

−

２
１
０
０
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特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の

対
象
疾
患
追
加
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
次
の
11
疾
患
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
12
月
28
日
㈪
ま
で
に
保
健
所

に
申
請
を
す
れ
ば
、
10
月
１
日
以
降
の
左

記
疾
患
の
医
療
費
が
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

①
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
（
ホ

　

モ
接
合
体
）　

②
脊せ
き
ず
い髄
性
筋
委
縮
症　

③
球
脊せ
き
ず
い髄
性
筋
委
縮
症　

④
慢
性
炎
症
性
脱だ
つ
ず
い髄
性
多
発
神
経
炎　

⑤
肥
大
型
心
筋
症

⑥
拘
束
型
心
筋
症　

⑦
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病　

⑧
リ
ン
パ
脈
管
筋
腫
症　

⑨
重
症
多
形
滲し
ん
し
ゅ
つ出
性
紅こ
う
は
ん斑
（
急
性
期
）　

⑩
黄
色
靱じ
ん
た
い帯
骨
化
症　

⑪
間
脳
下
垂
体
機
能
障
害

問　

都
城
保
健
所　

健
康
づ
く
り
課

　
　

☎
23

−

４
５
０
４

統
計
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
21
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日

現
在
で
行
い
ま
す
。
調
査
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

問　

情
報
政
策
課　

☎
23

−

２
５
６
２

個
人
住
民
税
（
市
県
民
税
）
の

住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除

　

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
に
入
居

し
た
人
を
対
象
に
し
た
税
源
移
譲
に
伴
う

住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除
に
つ
い
て
、
平
成

22
年
度
か
ら
は
給
与
支
払
報
告
書
、
確
定

申
告
書
な
ど
で
対
応
し
ま
す
の
で
、
市
へ

の
申
告
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

問　

市
民
税
課　

☎
23

−

２
１
２
３

公
的
個
人
認
証（
電
子
証
明
書
）

の
停
止
に
つ
い
て 

　

通
信
機
器
の
更
新
に
伴
い
、
12
月
28
日

㈪
は
終
日
、
市
民
課
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
窓
口
で
の
公
的
個
人
認
証
（
電
子

証
明
書
）
の
発
行
お
よ
び
失
効
の
手
続
き

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

市
民
課　

☎
23

−
２
１
２
８

平
成
22
年
分
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
各

自
の
申
請
に
基
づ
い
て
調
製
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
一
定
の
要
件
に
基
づ
い
て
調
製

さ
れ
る
名
簿
に
登
載
さ
れ
な
い
と
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
の
投
票
な
ど
が
で
き
ま

せ
ん
。現
在
登
載
さ
れ
て
い
る
人
も
毎
年
、

申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
書
は
、
本
庁
管
内
の
農
事
振
興
会

ま
た
は
総
合
支
所
管
内
の
自
治
公
民
館
を

通
じ
て
配
布
さ
れ
た
も
の
、
も
し
く
は
農

業
委
員
会
事
務
局
、
総
合
支
所
分
室
、
各

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
る
用
紙

を
利
用
し
、
平
成
22
年
１
月
10
日
㈰
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
22
年
１
月
９
日
・
10
日
が

土
、
日
と
な
っ
て
い
る
た
め
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問　

農
業
委
員
会
事
務
局　

　
　

☎
23

−
７
８
６
８

※
各
総
合
支
所
管
内
の
人
は
、
各
総
合
支

　

所
内
農
業
委
員
会
分
室
へ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
予
定

都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
22

−

１
６
５
９

12
月
21
日
㈪　

10
時
〜

親
子
で
楽
し
い
お
や
つ
作
り

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
57

−

３
２
９
８

12
月
11
日
㈮　

10
時
〜　

正
月
飾
り
作
り

12
月
19
日
㈯　

10
時
〜　

お
た
の
し
み
会

１
月
８
日
㈮　

10
時
〜　

ぜ
ん
ざ
い
会

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
64

−

３
１
７
１

12
月
11
日
㈮　

10
時
〜　

発
表
会

１
月
６
日
㈬　

10
時
〜　

中
央
児
童
館
利
用
児
と
の
交
流

※
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
あ
り
ま

　

す
。
詳
し
く
は
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン

　

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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●
日
程
・
場
所

1
／
21
㈭

庄
内
地
区
公
民
館

1
／
26
㈫

志
和
池
地
区
公
民
館

●
受
付　

８
時
〜
10
時

【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
対
象　

平
成
２
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
偶
数
年
生
ま
れ
の
女
性

※
子
宮
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回

● 

日
程
・
受
付
時
間

1
／
19
㈫　

９
時
〜
10
時　

高
崎
総
合
支
所

1
／
19
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

1
／
28
㈭　

９
時
〜
10
時　
西
岳
地
区
公
民
館

1
／
28
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

小
松
原
地
区
公
民
館

【
乳
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
44
年
12
月
31
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
偶
数
年
生
ま
れ
の
女
性

※
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回

２
／
４
㈭

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
／
10
㈬

●
受
付　

９
時
〜
16
時

※
乳
が
ん
検
診
は
12
月
15
日
㈫
か
ら
受
け

付
け

●
検
診
料　

胃
が
ん
検
診　
　
　

９
０
０
円

子
宮
が
ん
検
診　
　

８
０
０
円

乳
が
ん
検
診　

2
、
０
０
０
円

※
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
、
市

　

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
証
明

　

書
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除

　

さ
れ
ま
す

問　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

年
末
・
年
始
の
地
域
安
全
運
動

　

年
末
は
、
金
融
機
関
や
顧
客
を
狙
っ
た

強
盗
事
件
や
一
人
歩
き
の
女
性
、
高
齢
者

を
ね
ら
っ
た
ひ
っ
た
く
り
事
件
な
ど
の
被

害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
還
付
金

や
融
資
保
証
金
名
目
の
い
わ
ゆ
る｢

振
り

込
め
詐
欺｣
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

県
警
で
は
、
12
月
１
日
か
ら
来
年
１
月

３
日
ま
で
の
間
、
年
末
・
年
始
に
お
け
る

特
別
警
戒
取
り
締
ま
り
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
時
期
、
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

生
活
文
化
課　

☎
23

−

７
１
８
３

献
体
登
録
、
ド
ナ
ー
登
録

　

医
療
の
発
展
の
た
め
の
献
体
登
録
、
ま

た
、
人
の
命
を
救
う
た
め
の
ド
ナ
ー
登
録

に
協
力
く
だ
さ
い
。
同
時
に
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
い
ず
れ
か
に
決
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
に
で
き
る

社
会
的
貢
献
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

【
献
体
登
録
の
お
願
い
】

　

宮
崎
大
学
医
学
部
に
は
、
医
学
生
の
解

剖
学
実
習
の
教
材
と
し
て
、
自
分
の
遺
体

を
提
供
す
る
こ
と
を
生
前
に
登
録
す
る

「
宮
崎
大
学
白
菊
会
」
が
あ
り
ま
す
。
昭

和
49
年
に
設
立
、
現
在
８
０
９
人
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
献
体
で
学
生
た
ち
は
解

剖
学
を
学
習
す
る
だ
け
で
な
く
、
献
体
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
と
そ
の
期
待
に
応
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
と
自
覚
を

持
っ
て
医
学
の
道
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

良
い
医
師
を
育
て
る
た
め
に
、
献
体
に
協

力
く
だ
さ
い
。

●
献
体
登
録
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

宮
崎
大
学
白
菊
会
事
務
局

　

☎
０
９
８
５

−

85

−

１
５
３
４

【
ド
ナ
ー
登
録
の
お
願
い
】

　

心
臓
や
肺
、
肝
臓
、
腎
臓
、
眼
球
な
ど
、

脳
死
後
の
臓
器
提
供
に
は
本
人
の
書
面
に

よ
る
意
思
表
示
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な

ど
の
治
療
に
役
立
つ
骨
髄
バ
ン
ク
に
つ
い

て
も
同
様
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
臓
器
提
供
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

㈳
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

☎
０
１
２
０

−

７
８
１

−

０
６
９

　

㈶
宮
崎
県
腎
臓
バ
ン
ク

　

☎
０
９
８
５

−

25

−

３
１
０
６

●
骨
髄
バ
ン
ク
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

骨
髄
移
植
推
進
財
団

　

☎
０
１
２
０

−

４
４
５

−

４
４
５

胃（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）・
子
宮
・
乳
が

ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
に
同
等
の
が
ん
検
診
を

受
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
人

21 Miyakonojo City Public Relations 2009.12



① 

病
気
見
舞
い　

②
祭
り
へ
の
寄
付

や
差
し
入
れ　

③
地
域
の
運
動
会
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
飲
食
物
の
差
し
入
れ 

④
結
婚
祝
い
、
香
典
（
政
治
家
本
人

が
自
ら
出
席
す
る
場
合
は
罰
則
の
適
用

な
し
）　

⑤
葬
式
の
花
輪
、
供
花　

⑥

落
成
式
、
開
店
祝
い
の
花
輪　

⑦
町
内

会
の
集
会
や
旅
行
な
ど
の
催
物
へ
の
寸

志
や
飲
食
物
の
差
し
入
れ　

⑧
入
学
祝

い
、
卒
業
祝
い　

⑨
お
中
元
、
お
歳
暮 

問　

選
挙
管
理
委
員
会　
　
　

　
　

☎
23

−

７
８
６
４

宝
く
じ
助
成
事
業

　

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
（
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）の
助
成
を
受
け
て
、

西
岳
地
区
の
下
川
内
自
治
公
民
館
に
無

線
放
送
設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
連
絡
が
素
早

く
で
き
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

　
　

☎
23

−

７
１
４
６

公
共
の
場
所
に
は
自
転
車
の

長
期
放
置
は
出
来
ま
せ
ん

　

公
共
の
場
所
に
長
期
間
放
置
さ
れ
た

自
転
車
な
ど
は
、「
自
転
車
等
の
放
置

防
止
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
い
て
移

動
し
て
い
ま
す
。
公
共
の
場
所
に
自
転

車
を
長
期
間
放
置
し
た
場
合
は
、
ほ
か

の
利
用
者
へ
の
迷
惑
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
盗
難
に
遭
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

公
共
の
場
所
へ
は
長
期
間
自
転
車
を
止

め
な
い
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

生
活
文
化
課　

☎
23

−

７
１
８
３

政
治
家
の
寄
付
は
禁
止

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止

　

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に
な
ろ

う
と
す
る
者
、
現
に
公
職
に
あ
る
者
）

が
、
お
歳
暮
や
年
賀
、
病
気
見
舞
い
、

お
祭
り
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
地
区
の
集

会
・
旅
行
な
ど
の
催
物
へ
の
寸
志
や
飲

食
物
の
差
し
入
れ
を
す
る
こ
と
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
権

者
が
寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
贈
ら
な
い
！
②
求
め
な
い
！
③
受
け

取
ら
な
い
！
の
「
三
な
い
運
動
」
を
徹
底

し
、
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
付
（
例
） 

経営戦略課
☎ 23 − 2115

【写真】　
①関之尾滝
②甌穴群
③関之尾滝むかえびと

　

こ
れ
ま
で
２
回
に
わ
た
り
、
霧
島

山
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た

が
、
今
月
か
ら
５
市
２
町
の
そ
れ
ぞ

れ
の
ま
ち
に
あ
る
地
質
学
的
遺
産
を

紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
都
城
市
の
関

之
尾
滝
と
そ
の
地
区
で
滝
の
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る

「
関
之
尾
む
か
え
び
と
」
を
紹
介
し

ま
す
。

関
之
尾
滝
と
甌お
う
け
つ穴
群

　
「
日
本
の
滝
百
選
」
に
選
ば
れ
て

い
る
関
之
尾
滝
は
、
幅
40
㍍
、
高
さ

18
㍍
に
も
及
ぶ
大
滝
、
そ
し
て
木
々

の
間
か
ら
流
れ
落
ち
る
男
滝
、
女
滝

の
３
つ
の
滝
か
ら
な
り
ま
す
。ま
た
、

滝
の
上
流
に
は
、
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
世
界
有
数
の
甌

穴
群
が
あ
り
ま
す
。
甌
穴
と
は
、
川

床
の
く
ぼ
み
に
入
っ
た
小
石
が
水
の

流
れ
に
よ
っ
て
回
転
し
、
岩
盤
を

削
っ
て
で
き
た
円
筒
形
の
穴
の
こ
と

で
す
。
そ
の
形
成
は
現
在
も
進
行
中

で
、
こ
の
よ
う
な
甌
穴
群
は
世
界
で

も
珍
し
く
、
地
質
学
上
貴
重
な
も
の

で
す
。
滝
の
上
流
６
０
０
㍍
、
最
大

幅
80
㍍
に
わ
た
っ
て
広
が
る
甌
穴
群

は
迫
力
満
点
で
す
。

「
関
之
尾
む
か
え
び
と
」
と
は
？

　

関
之
尾
滝
周
辺
の
観
光
力
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

今
年
の
５
月
10
日
に
発
足
し
た
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
関
之
尾
む

か
え
び
と
」。
現
在
、
ガ
イ
ド
10
人

が
、
観
光
バ
ス
の
乗
客
や
遠
足
の
小

学
生
、
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
で
訪

れ
た
観
光
客
な
ど
へ
関
之
尾
滝
周
辺

の
見
ど
こ
ろ
や
歴
史
、
伝
説
な
ど
を

お
も
て
な
し
の
心
で
説
明
し
て
い
ま

す
。

①

②

③
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休
日
急
病
診
療
機
関

●
診
療
時
間　

9
：
00
〜
18
：
00

※
歯
科
は
17
：
00
ま
で

みやざき医療ナビ

※
診
療
機
関
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

詳
し
く
は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
医
師
会
は
☎
23

−

５
５
５
５
、

歯
科
医
師
会
は
☎
25

−

４
１
０
０
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

竹
楽
の
お
サ
ト
年
末
年
始
の
営
業

　

12
月
29
日
㈫
〜
１
月
３
日
㈰
ま
で
休

館
し
ま
す
。
１
月
４
日
㈪
以
降
は
通
常

営
業
し
ま
す
。

問　

竹
楽
の
お
サ
ト　

　
　

☎
58

−

６
１
５
０

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国

の
高
校
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
子
ど

も
を
持
つ
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。

●
対
象　

融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に

入
学
・
在
学
す
る
人
の
保
護
者
で
、
こ

ど
も
の
人
数
が
１
人
の
場
合
は
、
給
与

所
得
者
は
７
９
０
万
円
以
内
（
事
業
所

得
者
は
５
９
０
万
円
以
内
）。
子
ど
も

の
人
数
が
２
人
以
上
の
場
合
は
、
給
与

所
得
者
は
７
９
０
万
円
に
子
ど
も
の
人

数
１
人
当
た
り
１
０
０
万
円
ず
つ
加
算

し
た
金
額
（
事
業
所
得
者
の
場
合
は
所

得
換
算
し
た
金
額
）
以
内
の
人

●
融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き

３
０
０
万
円
以
内

●
利
率　

２
・
６
５
㌫

（
固
定
金
利
、
11
月
10
日
現
在
）

問　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

−

０
０
８
６
５
６

日
本
政
策
金
融
公
庫　

宮
崎
支
店

☎
０
９
８
５

−

23

−

３
２
７
４

月
日

医
療
機
関
名

電
話
番
号

12 月 20 日㈰

田
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
）

☎
24

−
０
６
０
０

戸
嶋
病
院
（
内
）

☎
22

−

１
４
３
７

仮
屋
内
科
（
内
・
小
）

☎
36

−

０
５
２
１

も
ち
お
蛯
原
医
院
（
整
形
・
形
成
）

☎
21

−

５
３
５
５

ゆ
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
消
・
外
・
内
）

☎
46

−

６
１
０
０

小
山
田
眼
科
（
眼
）

☎
22

−

０
７
１
０

山
崎
歯
科

☎
25

−

３
３
１
１

12 月 23 日㈬

森
山
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
）

☎
21

−

５
０
０
０

鵜
木
内
科
医
院
（
循
・
内
）

☎
26

−

０
０
０
８

た
け
し
た
こ
ど
も
医
院
（
小
）

☎
51

−

０
０
０
５

な
が
は
ま
整
形
外
科
（
整
）

☎
46

−

７
１
８
８

は
ま
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
外
・
胃
・
肛
）

☎
45

−

２
２
６
６

永
吉
眼
科
（
眼
）

☎
22

−

１
５
３
０

山
田
歯
科
医
院　

※
梅
北
町

☎
39

−

１
６
４
８

12 月 27 日㈰

柏
村
内
科
（
内
・
消
・
循
・
呼
）

☎
22

−

２
６
１
６

有
馬
医
院
（
内
・
小
）

☎
23

−

２
６
１
０

あ
き
づ
き
医
院
（
内
・
心
内
）

☎
36

−

０
５
３
４

野
口
脳
神
経
外
科
（
脳
外
科
）

☎
47

−

１
８
０
０

山
路
医
院
（
外
・
内
）

☎
64

−

３
１
３
３

す
み
産
婦
人
科
（
産
・
婦
）

☎
23

−

１
１
５
２

山
田
歯
科
医
院　

※
上
長
飯
町

☎
25

−

３
６
４
８

12 月 29 日㈫

坂
元
医
院
（
内
・
胃
）

☎
22

−

０
３
６
０

久
保
原
田
中
（
内
・
小
）

☎
22

−

７
７
０
０

出
水
医
院
（
内
）

☎
59

−

９
４
２
４

よ
し
か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
麻
・
整
・
内
）
☎
23

−

９
３
８
４

速
見
医
院
（
泌
）

☎
24

−

８
３
４
４

北
原
医
院
（
産
・
婦
）

☎
22

−

４
１
３
３

稲
田
歯
科
医
院

☎
57

−

２
０
３
０

◎
み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

http

：//w
w

w
.e-navi.pref.m

iyazaki.lg.jp

月
日

医
療
機
関
名

電
話
番
号

12 月 30 日㈬

野
辺
医
院
（
内
・
胃
）

☎
22

−

０
１
５
３

松
山
医
院
（
内
・
呼
・
リ
ウ
）

☎
24

−

１
０
４
６

志
々
目
医
院
（
内
・
小
）

☎
57

−

２
０
０
４

西
平
外
科
（
外
・
胃
）

☎
25

−

５
５
５
１

庄
内
医
院
（
外
・
内
・
整
）

☎
37

−

０
５
２
２

野
田
医
院
（
産
・
婦
）

☎
24

−

８
５
５
３

持
永
歯
科
医
院

☎
51

−

５
４
０
０

12 月 31 日㈭

藤
元
上
町
（
内
）

☎
23

−

４
０
０
０

沖
水
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
）

☎
27

−

５
６
５
６

大
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
・
消
・
リ
ハ
）

☎
37

−

０
５
３
９

倉
内
整
形
（
整
）

☎
22

−

１
２
５
２

山
下
医
院
（
胃
・
外
）

☎
52

−

１
３
４
８

や
の
耳
鼻
科
（
耳
鼻
）

☎
27

−

５
２
２
２

大
岐
歯
科
医
院

☎
24

−

６
４
８
８

12
月
20
日
㈰
ハ
ー
ト
フ
ル
、
か
か
り
つ
け
支
援
セ
ン
タ
ー

そ
う
ご
う
志
和
池
、
も
ち
お
さ
く
ら

12
月
23
日
㈬
ひ
む
か
24
時
間
、
さ
わ
や
か
、
み
ま
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

み
や
こ
、
マ
リ
ン
バ
調
剤
姫
城

12
月
27
日
㈰
調
剤
日
研
、
す
ず
か
け
、
つ
か
さ
、
そ
う
ご
う
山
田

12
月
29
日
㈫
か
じ
や
牟
田
町
、
前
田
町
椎
の
木

12
月
30
日
㈬
あ
い
上
町
、
ふ
れ
あ
い
川
東

12
月
31
日
㈭
沖
水
、
ふ
れ
あ
い
庄
内
、
い
ざ
き
、
ケ
ー
ア
イ
都
城

●
休
日
当
番
薬
局
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移
動
図
書
館 

く
れ
よ
ん
号

巡
回
予
定

インフォメーション

●問い合わせ
　都城市立図書館　☎ 22-0239

高城図書館　　　☎ 58-4224

クリスマスの夜、たくさんの
こびとたちがクレーン車や
ブルドーザーを使って運ぶ
ものとはいったい何でしょう
か？

クリスマスの前夜、強欲で
嫌われ者の商人の前に現れ
た３人の幽霊。英国でクリ
スマスを祝う習慣を復活さ
せたという名作です。

「山崎豊子自作を語る１
　　　作家の使命 私の戦後」
山崎豊子 （ 著 ） 新潮社 （ 出版 ）

『不毛地帯』『大地の子』『沈
まぬ太陽』などを執筆した
際の取材裏話、タイトルの
由来、登場人物の名前の秘
密などが明かされます。

今月のおすすめの本

20
１12

16

「愛蔵版
　　クリスマス・キャロル」
チャールズ ・ ディケンズ ( 著 ) 脇明子 （ 訳 ）
岩波書店 （ 出版 ）

「おたすけこびとの
　　　　　　　クリスマス」
なかがわちひろ （ 文 ） ヨコセジュンジ （ 絵 ）
徳間書店 （ 出版 ）

が～まるちょば
サイレントコメディー JAPAN TOUR 2010
世界が認めたパントマイムユニット。
サイレントコメディの神髄がここに！

●日時：平成 22 年２月 25 日㈭
　　　　 18 時 30 分開演
●会場：都城市総合文化ホール 
●チケット：【全席指定】4,500 円
　＊ MJ 友の会会員割引あり
　＊未就学児童入場不可
●問い合わせ：都城市総合文化ホール　☎ 23-7140

（チケット専用電話番号　TEL 23−7190）

正月の風物詩
家族で、体験しませんか？

●日時：平成22年１月10日㈰
　　　　 13時〜
●場所：ウエルネス交流プラザ
●料金：無料
●内容：獅子舞い、餅つき、抹茶の
　　　　 ふるまい、お手玉、こま回
　　　　 し、すごろく、福笑い
●問い合わせ
　都城まちづくり株式会社　☎２６－7770

家族でトライ！交流プラザでお正月

都城市立図書館
休館日：12月21日・23日・28日～１月５日・11日・12日・18日／開館時間：9：30〜18：50
高城図書館
休館日：12月20日・22日・23日・28日～１月５日、11日・12日・17日・19日／開館時間：9：30〜18：00

日 

程

巡　

回　

場　

所

巡　

回　

時　

間

12/16
㈬

夏
尾
小
学
校

菓
子
野
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
30
分

14
時
30
分
～
15
時
30
分

12/17
㈭

今
町
小
学
校

梅
北
小
学
校

13
時
10
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
30
分

12/18
㈮

乙
房
小
学
校

志
和
池
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
50
分

14
時
30
分
～
16
時
00
分

12/22
㈫

縄
瀬
小
学
校

高
崎
地
区
公
民
館

13
時
10
分
～
13
時
50
分

14
時
20
分
～
14
時
50
分

12/24
㈭

小
松
原
地
区
公
民
館

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

な
が
や
ま
志
比
田
店

谷
頭
児
童
館

13
時
20
分
～
13
時
50
分

14
時
10
分
～
14
時
40
分

15
時
00
分
～
15
時
30
分

12/26
㈯

明
和
小
学
校

鷹
尾
五
丁
目
自
治
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
～
13
時
30
分

13
時
40
分
～
14
時
10
分

14
時
20
分
～
14
時
50
分

１/ ８
㈮

県
営
北
原
団
地

丸
野
小
学
校

10
時
30
分
～
11
時
00
分

13
時
00
分
～
14
時
00
分

１/ ９
㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

上
富
吉
地
区
体
育
館

一
万
城
南
部
自
治
公
民
館

11
時
20
分
～
11
時
40
分

13
時
00
分
～
13
時
30
分

14
時
00
分
～
14
時
30
分

１/13
㈬

吉
之
元
小
学
校

西
岳
小
学
校

13
時
10
分
～
13
時
50
分

14
時
15
分
～
15
時
30
分

１/15
㈮

御
池
小
学
校

西
岳
地
区
公
民
館

庄
内
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
30
分

14
時
00
分
～
14
時
30
分

14
時
50
分
～
16
時
00
分

１/16
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
45
分
～
11
時
30
分

13
時
00
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
00
分

１/19
㈫

木
之
川
内
小
学
校

14
時
00
分
～
16
時
00
分

図
書
館
で
の
読
み
聞
か
せ

都
城

高
城

お話しの部屋“そら豆”
●絵本の読み聞かせ（定員20人程度）
　12月24日㈭　11：00～11：30
本とお話の会
●日時 平成22年１月９日㈯　14：30～
●内容 おおかみマンナーロ（イタリアの昔話）
ペンギン会の読み聞かせ
●日時 12月19日㈯　10：00～
●内容 人形劇、絵描き歌
　　　 読み聞かせなど

青少年 一 般児 童
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国際交流員
のひとりごと

　最近交わす会話は、よくこのフレーズから
始まります。日本での会話だけではなく、私
の家族と連絡を取るときも。

「急に寒くなったよ。そちらは？」
「大丈夫。九州だから暖かいわ。今まだ 15 度
ぐらいあるよ」

「わっ！　それはそれは、暖かいね。こちらは
もう 0 度からマイナス８度になっているよ」
でも、会話の最後に、やっぱり「寒いからい
ろいろ気を付けて」と、親に言われます。
　私の親は、暖かいところに住んだことがな
いので、離れて暮らす娘の環境を推測して、
風邪をひかないようにといろいろ言いたいの
でしょう。
　最近寒いから、もう気分は冬でしょう。冬
になると、家族と一緒に過ごすお正月などの
祝日がたくさんあるので、中国人の考え方で
は、冬がきたら、なんか実家に帰る日も近づ
いてくる感じですね。
　皆さんも、たまには家族と一緒にあつあつ
の「鍋（料理）」でも食べましょう。きっと、
おいしいと思いますよ。

翟 悦（タク エツ）さん
（中国）Vol.３

「寒いですね」

●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から
一部を紹介します。また、皆さんから寄せられたご意見
につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

わ
た

し
の

一
言

今
月

号
を

読
ん

で
の

感
想

・10月号の｢予防医療の現状｣を読んで、かかり
つけ医を持って、医師と互いに心を通じ合う
関係を築くことが大切だと思いました。

（庄内町　志麻姉さん）

・自治公民館加入率が63.5％とはあまりの少な
さに驚きました。私の加入する自治公民館で
は、さまざまな活動や行事を行っています。
一人一人が声を掛け合って加入率が上がると
いいですね。	 （上水流町　Yさん）

・インフルエンザで運動会が延期になるかもと
心配していましたが、無事に終わり一安心で
す。でも、気を緩めず、手洗いやうがいを続
けたいと思います。

（高木町　タイちゃんママさん）

・10月号の「ALTの紹介」を読んで、私も中学
時代、ALTの人にお世話になったころを思
い出しました。初めて外国の人と触れ合い、
生の英語を聞きびっくりしたのを覚えていま
す。	 （金田町　ピヨさん）

・都城に住んでいながら、島津家のことは今ま
でよく知りませんでした。今年は島津発祥ま
つりに参加しようと思います。

（下水流町　Tさん）



イベントカレンダー

12/16
〜１/20

※［　　］内は場所、問は問い合わせ先
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が
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い
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住
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８
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５
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お
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が

5
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お
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り
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だ
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い

広報クイズ
読者

プレゼント

施 設 案 内 ※12月16日〜１月20日の日程

都
城

市
役

所
 秘

書
広

報
課

 行
（

広
報

 都
城

 N
o.48 2009年

12月
号

）Vol.48

読
ん
で
当
て
よ
う

知
っ
て
当
て
よ
う

▪美術館（姫城町）	 ☎25−1447
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）

入館料　無料
休館日　12月21日～１月４日、12日・18日
＊12月26日・27日は、住民票の発行はできません
・収蔵作品展「風景画の魅力（広がりと奥行き）」（12月15日～）

▪都城歴史資料館（都島町）	 ☎25−8011
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）　

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　12月21日、28日～１月４日、12日・18日

▪高城郷土資料館（高城町）	 ☎58−5963
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　12月21日、28日～１月４日、12日・18日

▪人形の館（山之口町）	 ☎57−5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　12月21日、28日～１月４日、12日・18日

▪たちばな天文台（高崎町）	 ☎62−4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日祝９：00～17：00 

入館料　中学生以上300円　小学生100円
・世界天文年閉幕イベント・年越しの星見会（12月31日）
・部分日食を楽しもう（１月15日）
※冬休み期間中（12月25日～１月/７日）は休まず開館

▪山之口弥五郎どんの館（山之口町）	 ☎57−3713
開館時間　９：00～17：00

入館料　無料
休館日　12月21日・28日、31日～１月6日、12日・18日

▪旧後藤家商家交流資料館（高城町）	 ☎58−6900  
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　12月21日・28日～１月4日、12日・18日

１月

２日㈯
９：30～

新春初詣健康マラソン大会〔安楽寺発着〕
問　新春初詣健康マラソン大会実行委員会
　　☎57−3007

３日㈰～
５日㈫

成人式〔市内各地域〕
問　生涯学習課　☎23−9545
　　または各地域の教育課

10日㈰
８：00～

都城ぼんち市〔東中町通り〕
問　都城商工会議所　☎23−0001

10日㈰
８：00～

あじさい朝市
〔山之口総合支所敷地内〕
問　あじさい市部会　☎57−2016

10日㈰
８：30～

消防出初め式
〔沖水川市民緑地〕
問　危機管理課　☎23−2129

10日㈰
10：00～

くまその里よろず市〔滝の駅せきのお〕
問　くまその里よろず市実行委員会
　　☎37−0373

10日㈰
13：00～

プラザでお正月
〔ウエルネス交流プラザ〕
問　ウエルネス交流プラザ　☎26−7770

11日㈪
８：30～

成人記念ロードレース大会
〔都城運動公園陸上競技場発着〕
問　市陸上競技協会事務局
　　☎26−4510〔17：00～〕



市の提供番組紹介
世帯
人
人
人

（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）

今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

都城市現住人口

　長く続いた自民党から民主党への政権交代、黒人初のア
メリカ大統領の誕生など大きな変化があった今年１年。都
城市では工業高校の春高バレー優勝、商業高校の 28 年ぶ
りの甲子園ベスト８など、若い世代の明るいニュースが多
かったように思えます。
　さて、来年１月の 24 日は都城市長・市議会議員の選挙
があります、若い世代の選挙離れが進んでいるといわれま
すが、大切な１票を無駄にすることなく多くの人が投票所
に足を運んでくれたらと思います。（一）

島津発祥まつりのハイライト　
「維新の風～明道館パレード」

　都城島津の歴史や文化を知ってもらい、ふるさ
とを愛する心を育てようと昨年から始まった「島
津発祥まつり」。今年も史跡巡り
や講談会、創作花火などさまざま
なイベントが開催されました。７
日には、幕末の戊辰戦争に出陣し
た私領一番隊などを再現した「維
新の風～明道館パレード」が市中
を練り歩き、沿道に詰め掛けた多
くの観客は勇壮華麗な歴史絵巻に
見入っていました。 ■MRTラジオ（AM放送936kHz）

　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月〜金曜日（祝日除く）15：30〜15：45
　市民参加型のラジオ番組を放送しています。
　出演については、秘書広報課（☎23−3174）

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月〜金曜日
　9：49〜9：54、16：25〜16：30（再）
　市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
　毎週火曜日放送の「BON☆（ボンスタ）」
　（12：00〜13：00）でも、市政情報や市民活動の
　紹介などを放送しています

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch、アナログ5ch）
※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 〜　② 11：50 〜　③ 17：50 〜
　④ 20：50 〜　⑤ 22：50 〜

■今後の放送予定
12月21日～31日
「飲酒運転のないまちづくり」
１月１日～10日
「設置しましたか？
住宅用火災警報器」
１月11日～20日
「ジオパークってなに？」　

問
①
来
年
４
月
か
ら
開
設
す
る
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ

ン
パ
ス
の
新
学
部
は
「
○
○
発
達
学
部
」

問
②
７
月
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
実
施
し
た
調
査
は
「
○
○
○
○
ア
ン

ケ
ー
ト
」

問
③
来
年
行
わ
れ
る
都
城
市
長
選
挙
・
都
城
市
議
会
議

員
選
挙
の
投
票
日
は
い
つ
？

◎
応
募
方
法　

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
、
わ
た
し
の
一
言
や
12
月
号
を
読

ん
だ
感
想
を
書
い
て
、
〒
885

−

８
５
５
５　

市
役

所
秘
書
広
報
課
ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

１
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
の
受
け
付

け
、
当
選
者
へ
の
商
品
の
発
送
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

都
城
和
牛
と
Ｍ
の
国
黒
豚

　

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
用
セ
ッ
ト
６
０
０
㌘

◎
商
品
提
供
事
業
者

　

Ｊ
Ａ
ア
ト
ム
（
都
北
町
）

　

☎
24

−

２
２
０
０

◎
応
募
締
切　

１
月
４
日
㈪

　
　
　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

◎
発
表　

本
紙
２
月
号

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
広
報
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
寄
付
事
業
所
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
秘
書
広
報
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
10
月
号
当
選
者　

新
留　

久
子
さ
ん
（
山
田
町
）

　

都
城
商
業
高
校
野
球
部
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ

ま
し
た
ね
。
野
球
部
員
や
監
督
、
応
援
さ
れ
た
人
な
ど

全
員
で
勝
ち
取
っ
た
８
強
。
来
年
の
夏
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

平成21年11月１日現在　　　 （ 前 月 比 ）
世　帯　数
人 口 総 数
　　　　男
　　　　女
※国勢調査に基づく推計人口です。

70,828
168,508
79,028
89,480

30
1

−11
12

▪
10
月
号
ク
イ
ズ
結
果　

応
募
総
数
28
通

◎
正
解 

①
Ａ
Ｌ
Ｔ 

②
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市 

③
発
祥

ジオパーク講演会の様子
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